
前
漢
鏡
の
編
年
と
様
式

岡

村

秀
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【
要
約
】
　
漢
鏡
は
、
文
様
や
銘
文
が
変
化
に
富
む
た
め
、
編
年
を
研
究
す
る
恰
好
の
材
料
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
前
漢
代
の
九
つ
の
鏡
式
そ
れ
ぞ
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

れ
に
つ
い
て
新
た
に
細
か
い
型
式
分
類
を
試
み
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
等
閑
に
な
っ
て
い
た
鏡
式
間
の
併
行
関
係
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
方
法
か
ら
検

討
を
加
え
、
前
漢
鏡
の
体
系
的
な
編
年
を
組
立
て
た
。
こ
の
編
年
に
基
づ
い
て
前
漢
鏡
を
大
き
く
四
期
に
分
け
、
第
一
期
は
戦
国
鏡
の
伝
統
を
ひ
い
た
蟻

悪
文
鏡
を
中
心
と
し
、
以
下
、
第
二
期
は
植
物
文
様
か
ら
な
る
草
葉
文
鏡
、
第
三
期
は
幾
何
学
的
文
様
を
中
心
と
す
る
異
体
字
銘
帯
鏡
、
第
四
期
は
写
実

的
な
動
物
文
様
を
主
体
と
す
る
奪
格
規
矩
四
神
鏡
の
出
現
が
画
期
と
な
る
も
の
と
考
え
た
。
そ
し
て
鏡
式
の
構
成
や
文
様
意
匠
が
各
時
期
に
相
違
す
る
だ

け
で
な
く
、
銘
文
の
表
現
す
る
意
味
内
容
に
も
大
き
な
変
動
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
文
様
や
銘
文
の
変
化
を
総
合

的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
漢
鏡
を
漢
代
文
化
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
史
林
六
七
巻
五
号
　
［
九
八
四
年
九
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

前漢鏡の編年と様式（岡村）

　
漢
鏡
は
、
文
様
や
銘
文
が
多
様
で
時
間
の
変
化
に
敏
感
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
極
め
て
広
汎
な
地
域
に
分
布
し
、
数
多
く
の
遺
跡
か
ら
大

量
に
出
土
す
る
。
そ
の
た
め
、
年
代
を
は
か
る
尺
度
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
製
作
地
の
中
国
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
や
日
本
の
考
古
学
に
お
い
て

も
、
遺
跡
の
年
代
を
決
め
る
材
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
漢
鏡
の
研
究
は
、
金
石
学
の
著
し
い
発
達
を
み
た
宋
代
以
降
、
銘
文
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
最
初
に
考
古
学
の
方
法
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
②

て
編
年
を
お
こ
な
っ
た
の
は
日
本
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
盛
岡
謙
蔵
と
梅
原
末
治
の
業
績
が
大
き
い
。
富
岡
は
、
紀
年
鏡
を
広
く
求

め
て
そ
の
紀
年
を
正
七
く
比
定
す
る
と
と
も
に
、
銘
文
の
内
容
や
文
様
か
ら
各
鏡
式
の
年
代
観
を
組
立
て
た
。
こ
の
仕
事
を
継
承
し
た
梅
原
は
、
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紀
年
鏡
は
も
と
よ
り
広
く
鏡
を
集
成
し
て
鏡
自
体
の
研
究
を
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
、
編
年
の
大
枠
を
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
た
。

　
新
中
国
の
成
立
後
、
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
遺
跡
に
お
け
る
共
伴
関
係
か
ら
鏡
の
年
代
を
考
え
る
こ
と
が
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
な
っ
た
。
一
九
五
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
で
は
、
主
に
陶
器
の
型
式
と
組
合
せ
を
も
と
に
漢
墓
の
時
期
区
分
を
お
こ
な
い
、

そ
れ
と
の
対
照
か
ら
各
鏡
式
の
年
代
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
鏡
編
年
で
は
、
前
二
世
紀
代
の
資
料
が
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
多
く
の
鏡
式
の
年

代
的
位
置
づ
け
が
確
か
め
ら
れ
、
す
で
に
四
半
世
紀
を
経
て
厩
大
な
資
料
の
蓄
積
を
み
て
い
る
今
日
で
も
な
お
、
こ
れ
を
超
え
る
総
合
的
な
編

年
は
な
く
、
内
外
の
全
面
的
な
賛
同
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
、
各
鏡
式
の
型
式
分
類
が
不
十
分
で
あ
る
こ
乏
が
指
摘

で
き
る
。
富
岡
・
梅
原
の
研
究
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
文
様
構
成
の
ち
が
い
に
よ
る
鏡
式
の
分
類
と
そ
の
年
代
的

位
置
づ
け
に
と
ど
ま
っ
て
、
各
鏡
式
の
細
か
い
型
式
変
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
編
年
と
し
て
は
大
雑
把
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
ま
た
『
洛

陽
焼
溝
漢
墓
』
　
の
場
合
、
そ
の
編
年
が
製
作
年
代
で
は
な
く
、
使
用
年
代
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
『
洛
陽
焼
溝
漢
墓
』
以
後
、
と
り
わ
け
こ
こ
数
年
来
、
日
本
の
研
究
者
の
な
か
に
、
厳
密
な
基
準
を
設
定
し
て
鏡
を
細
か
く
型
式
分
類
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
と
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
樋
口
隆
康
は
、
あ
ら
ゆ
る
鏡
を
網
羅
し
て
鏡
自
体
の
分
析
に
よ
る
厳
密
な
型
式
分
類
を
お
こ

な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
鏡
に
つ
い
て
の
知
識
は
以
前
に
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
豊
か
に
な
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
個
別
の
鏡
式
に
つ
い
て
、
細
か
い
編
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
目
的
と
し
た
型
式
学
的
方
法
に
基
づ
く
分
析
が
、
最
近
に
な
っ
て
提
出
さ
れ
始
め
た
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
一
つ
の
鏡
式
の
個
別
研
究
に
す

ぎ
ず
、
そ
れ
を
連
ね
て
い
け
ば
自
然
と
漢
鏡
の
体
系
的
な
編
年
が
で
き
あ
が
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
豊
代
で
は
異
な
る
鏡
式
の
鏡
が
同
じ

時
期
に
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
鏡
式
の
鏡
を
取
扱
っ
た
〈
樋
口
古
鏡
〉
に
お
い
て
も
、
鏡
式
間
の
相
互
関
係
に
は
書
及
さ
れ

ず
、
そ
の
意
味
で
総
合
的
、
体
系
的
な
編
年
は
、
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
型
式
学
的
な
方
法
を

用
い
て
、
横
の
時
間
的
関
係
に
も
注
意
し
た
体
系
的
な
編
年
を
組
立
て
る
こ
と
を
第
一
の
圏
標
と
す
る
。

　
鼻
鏡
は
年
代
を
は
か
る
尺
度
と
し
て
の
意
義
の
み
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
文
様
や
図
像
は
単
な
る
装
飾
的
意
味
だ
け
で
な
く
、
当
代

の
観
念
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
詩
の
形
態
を
な
し
た
銘
文
は
、
人
皇
の
欲
望
、
悲
哀
、
快
楽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
吐
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露
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
漢
鏡
は
当
時
の
世
界
観
や
情
感
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
年
代
上
に
適
切
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
、
思
想
史
や
文
学
史
な
ど
の
分
野
で
の
役
割
も
決
し
て
小
さ
く
な
く
、
文
献
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
を
ひ
き
だ
す

こ
と
す
ら
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
に
人
々
の
生
活
用
品
と
し
て
日
常
的
に
鏡
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
、
鏡
と
社
会
の
意
識

と
の
関
わ
り
に
は
は
か
り
知
れ
な
い
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　
従
来
、
文
様
や
銘
文
の
分
析
と
、
鏡
自
体
の
編
年
と
が
全
く
別
々
の
立
場
か
ら
お
こ
な
わ
れ
、
総
合
的
な
理
解
を
欠
い
て
い
た
。
本
稿
は
、

新
し
く
組
立
て
た
体
系
的
な
編
年
を
基
礎
に
、
文
様
や
銘
文
に
つ
い
て
初
歩
的
な
考
察
を
お
こ
な
い
、
漢
鏡
を
文
化
史
上
に
意
味
づ
け
る
こ
と

を
第
二
の
碍
的
と
す
る
。
な
お
紙
面
の
都
合
上
、
本
稿
は
前
漢
鏡
の
み
を
対
象
と
し
、
後
漢
鏡
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
密
岡
謙
蔵
『
古
鏡
の
研
究
』
（
京
都
、
一
九
二
〇
年
）
。
　
　
　
　
　
　
④
樋
口
隆
康
『
古
鏡
』
（
東
京
、
一
九
七
九
年
）
。
以
下
、
〈
樋
口
古
鏡
〉
と
略
す
。

　
②
梅
原
宋
治
『
鑑
鏡
の
研
究
』
（
京
都
、
一
九
二
五
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
文
様
の
型
式
系
列
（
組
列
）
を
明
示
し
た
型
式
学
的
研
究
法
に
よ
る
論
文
に
、

　
③
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
洛
陽
玉
璽
広
口
』
（
『
中
編
田
野
考
古
報
告
集
』
　
　

西
村
俊
範
「
双
頭
申
文
鏡
（
位
至
三
公
鏡
）
の
系
譜
」
（
『
史
林
』
第
六
六
巻
第
一

　
　
考
古
学
専
刊
丁
種
第
六
号
、
北
京
、
一
九
五
九
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
、
一
九
八
三
年
）
が
あ
る
。

二
　
編
年
の
方
法

前漢鏡の編年と様式（岡村）

　
漢
鏡
は
、
寸
座
、
主
文
、
乳
、
周
縁
な
ど
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
部
分
に
は
相
互
に
独
立
し
た
文
様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
こ
れ
を
単
位

文
様
と
呼
ぶ
。
こ
の
一
面
の
鏡
に
お
け
る
単
位
文
様
の
相
関
関
係
を
も
と
に
一
つ
の
鏡
式
の
型
式
分
類
を
お
こ
な
う
が
、
銘
文
の
種
類
や
そ
の

字
体
、
周
縁
の
断
面
形
な
ど
の
要
素
も
、
単
位
文
様
と
同
様
に
取
扱
う
こ
と
に
す
る
。
も
し
あ
る
単
位
文
様
に
一
連
の
変
化
を
示
す
系
列
が
認

め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
型
式
変
化
の
方
向
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
つ
の
鏡
式
の
編
年
が
完
成
す
る
。

　
単
位
文
様
は
相
互
に
独
立
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
多
く
は
一
つ
の
鏡
式
に
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
異
な
る
鏡
式
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
も

し
あ
る
共
通
す
る
単
位
文
様
の
時
期
が
限
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
介
し
て
互
い
の
鏡
式
の
編
年
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
通
す
る

単
位
文
様
が
多
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
併
行
関
係
は
確
実
性
を
増
し
、
こ
の
操
作
を
繋
い
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
漢
書
全
般
に
わ
た
る
系
統
的
な
編
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　図1鉦・鉦座文様

乳帯文

年
を
組
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
い
く
つ
か
の

鏡
式
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
代

表
的
な
単
位
文
様
を
分
類
し
て

お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
な

か
に
は
、
系
列
の
確
か
め
う
る

文
様
も
少
な
く
な
い
。

　
鉦
・
銀
座
（
図
一
）
　
　
鉦
に

は
、
三
弦
鉦
、
獣
鉦
、
連
峰
鉦
、

半
球
鉦
が
あ
る
。
三
弦
鉦
の
鉦

座
文
様
に
は
、
ヒ
面
圏
帯
、
銘

帯
を
も
つ
も
の
、
龍
文
な
ど
が

あ
る
。
連
峰
鉦
は
、
鉦
の
中
心

と
そ
の
周
囲
の
六
個
の
翻
す
べ

て
に
渦
が
巻
上
が
る
表
現
を
ほ

ど
こ
し
、
鉦
座
に
弧
線
と
半
円

形
の
突
出
を
三
単
位
も
つ
連
峰

鉦
a
、
鉦
の
中
心
の
山
が
大
き
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前漢鏡の編年と様式（岡村）

　
　
　
　
…
如

濠
璽
僧

彰
悌

縫％

D

撚
峯
嶽
．
．

灘
　
。
　
　
　
窺

麟
鍵

欄

花弁文b

　
　
　
　
　
　
メ
　

　
様
a削

文
文

弁花
乳
　
即

い
乳
に
変
形
し
て
周
囲
が
八
個
の
山
に
増
加
し
、
鉦
座
の
文
様
が
四
単
位
に
増
加
し
た
連
峰
鉦
b
、
総
計
の
弧
線

が
増
え
て
乳
状
の
煙
雲
な
ど
が
付
加
さ
れ
た
連
峰
鉦
。
、
の
三
種
に
分
け
る
。
半
球
鉦
の
鉦
座
文
様
は
多
様
で
あ

る
。
ま
ず
四
葉
文
は
、
葉
の
両
端
が
内
側
に
巻
き
こ
む
四
葉
一
斑
、
葉
の
両
端
が
独
立
し
て
珠
文
状
に
な
っ
た
四

葉
文
％
、
葉
の
両
端
が
巻
き
こ
ま
な
い
四
葉
文
b
、
葉
の
間
に
細
線
で
子
葉
を
い
れ
る
四
葉
文
。
、
葉
の
間
に
銘

文
を
い
れ
る
四
葉
文
d
に
分
け
る
。
連
珠
文
は
、
魚
座
の
周
囲
に
十
二
個
の
珠
文
を
入
れ
た
も
の
。
輻
射
文
は
、

幅
広
い
聖
運
を
も
つ
輻
射
文
a
、
線
圏
と
な
る
輻
射
文
b
に
分
け
る
。
連
圏
文
は
、
連
弧
文
革
の
内
側
に
弧
線
や

直
線
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
こ
の
弧
線
や
直
線
は
、
連
珠
文
や
輻
射
文
の
も
の
と
も
共
通
し
、
連
峰
鉦
の
鉦
座
文

様
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
輪
帯
文
は
、
鉦
の
周
囲
に
小
さ
い
乳
を
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
間
に
唐
草
文
や

銘
文
を
い
れ
た
も
の
。
十
二
本
文
は
、
十
二
支
の
銘
文
を
め
ぐ
ら
し
た
方
格
の
内
側
に
子
葉
の
あ
る
四
葉
文
を
い

れ
た
十
二
支
文
a
と
、
素
文
と
な
る
十
二
支
文
b
と
に
分
け
る
。

　
乳
（
図
二
）
　
一
文
、
円
座
、
四
弁
文
、
四
葉
文
、
輻
射
文
、
連
弧
文
な
ど
が
あ
る
。
素
図
は
、
半
球
形
の
乳

と
な
る
素
文
a
と
、
臼
形
の
回
文
b
と
に
分
け
る
。
四
弁
文
は
、
下
文
a
乳
の
周
り
に
V
字
形
の
花
弁
を
も
つ
四

弁
文
a
、
そ
の
花
弁
が
L
字
形
に
な
っ
た
四
弁
文
b
、
円
座
乳
に
L
字
形
の
花
弁
を
も
つ
四
弁
文
。
に
分
け
る
。

四
葉
文
の
細
分
は
同
座
と
同
様
に
お
こ
な
い
、
四
葉
文
へ
・
％
・
b
の
三
種
を
設
定
す
る
。

　
銘
文
　
　
銘
文
の
字
句
自
体
に
つ
い
て
は
、
樋
口
隆
康
に
よ
っ
て
出
現
頻
度
の
高
い
銘
文
が
抽
出
、
分
類
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ま
た
句
切
れ
や
脱
字
の
校
定
を
経
て
も
と
の
形
が
復
原
さ
れ
て
い
る
。
非
常
に
よ
く
整
理
さ
れ
た
分
類
だ
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
で
、
若
干
の
改
変
を
加
え
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
氏
　
脩
相
思
　
量
相
忘
　
常
楽
未
央

　
　
亀
　
長
相
思
　
曇
相
忘
　
常
貴
富
　
楽
未
央
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大
楽
貴
富
　
得
長
孫
　
千
秋
万
歳
　
延
年
益
寿

大
楽
貴
富
　
千
秋
万
歳
　
宜
酒
食

見
日
之
光
　
天
下
大
明

見
日
之
光
　
長
舞
相
忘

久
不
相
見
　
長
琢
稲
忘

禦
精
白
而
事
君
　
怨
書
騨
聖
算
明
　
換
留
錫
之
流
沢
　
恐
疎
遠
翌
日
忘
　
懐
慶
美
之
煙
雲
　
外
承
罐
前
池
説
　
慕
饗
眺
而
霊
泉
　
願
永
思
而
奨
絶

内
清
質
以
昭
明
　
光
輝
象
夫
日
月
　
心
忽
揚
而
願
忠
　
然
塞
塞
而
不
泄

日
有
蕪
　
宜
酒
食
　
長
貴
富
　
楽
母
事

日
有
蕪
月
膚
富
　
楽
母
事
宜
酒
食
　
居
必
安
無
憂
患
　
竿
豫
侍
心
志
罐
　
楽
巳
茂
固
轟
然

日
有
蕪
月
有
冨
　
楽
母
事
常
得
意
　
美
人
会
竿
懇
侍
　
商
市
程
万
物
平
　
老
復
丁
死
復
生
　
酔
不
知
醒
旦
星

清
沮
銅
華
以
為
鏡
　
昭
察
衣
服
観
容
貌
　
糸
組
雑
還
以
為
信
　
清
光
平
成
宜
佳
人

凍
治
鉛
華
清
而
明
　
以
之
為
重
宜
文
章
．
延
年
益
寿
辟
不
祥
　
与
天
無
亟
而
日
月
光
　
千
秋
万
歳
長
楽
未
央

上
太
山
見
神
人
　
食
玉
英
飲
灘
泉
　
駕
交
龍
乗
浮
雲
　
白
虎
引
直
上
天
　
宜
官
三
保
子
孫

尚
方
作
党
真
大
巧
　
上
有
仙
人
不
知
老
　
渇
飲
玉
泉
飢
食
護
　
浮
游
天
下
敷
四
海
　
俳
衡
神
山
采
芝
草
　
寿
追
金
石
為
国
保

尚
方
作
寛
大
（
真
）
母
傷
　
巧
智
刻
醸
成
文
章
　
左
翼
右
虎
辟
不
祥
　
柴
鳥
玄
武
順
陰
陽
　
子
孫
備
工
面
中
央
　
長
保
二
親
楽
富
昌
　
寿
激
金
石
如
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震
王

　
　
M
　
漢
（
新
）
有
善
銅
出
丹
毒
　
和
以
銀
錫
清
且
明
　
左
翼
重
慶
掌
四
彰
　
朱
爵
玄
武
順
陰
陽
　
八
子
九
孫
治
中
央

　
　
N
　
王
氏
作
寛
四
夷
服
　
多
賀
新
家
人
民
息
　
胡
虜
診
滅
天
下
復
　
風
雨
時
節
五
穀
熟
　
長
保
二
親
書
留
力
　
官
位
尊
顕
蒙
禄
食
　
伝
産
霊
世
楽
無
極

　
　
O
　
黍
言
之
始
有
紀
　
藻
治
錫
銅
去
異
宰
　
辟
除
不
羊
宜
古
市
　
長
保
二
親
利
孫
子

鏡
の
銘
文
は
す
べ
て
弓
隠
で
表
現
さ
れ
、
そ
の
字
体
に
は
一
連
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
図
三
）
。
字
体
a
は
、
や
わ
ら
か
い
丸
味
を
帯
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・
傭
鵬
鎚
　
　
粟
粕
電
食
辮
潔
謬

・
監
湘
脚
歯
聖
書
組
埴
甫
由
輿
向
田
禦
出
青
票

・
日
置
謹
自
糖
調
革
崖
里
更
團
曙
溝
事

　　　　　　ユ

繋馬蒙
晴蹟撫
ξ》薗

研s1綿
合
否
多
葺摺暮
亀早藤

藷
蕪
出

二
9
一
二

＝
）
一
＝

雁1

空

含合
7で警

罐
蟹
食
鱒

・
鍾
＊
瑳
・
e
券
室
♪
警
竈
冴
曜
史
ム
鳳
け

hk茎

細
布
↓
吾
回
精
宙
禦
翫
鉱
車
嵩
㎝
、
露
4

王邑鐸塞毒
G・・　’

S鐸署呂

一曲渥鋸
藁屋葎薬

　枯白瑠

　oナQ⇒op目fl
図3銘文の宇体

一
景
　
　
団
O

養
　
　
口

油
避

宗 學

び
た
典
型
的
な
小
壁
体
で
あ
る
。
字

体
b
は
、
全
体
が
方
形
に
近
づ
い
て

堅
さ
が
あ
ら
わ
れ
、
字
体
。
で
は
、

完
全
に
方
整
な
角
張
っ
た
字
体
と
な

っ
て
い
る
。
字
体
d
の
筆
線
は
同
様

に
直
線
を
主
体
と
す
る
が
、
や
や
く

ず
れ
で
鋭
利
な
工
具
で
ぞ
ん
ざ
い
に

引
っ
掻
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
が

少
し
ず
つ
丸
味
を
帯
び
て
字
体
e
と

な
り
、
字
体
f
で
は
な
め
ら
か
な
曲

線
を
多
用
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

字
体
9
で
は
、
筆
線
が
鋭
く
突
出
す

る
と
と
も
に
堅
さ
が
み
ら
れ
る
。
そ

の
筆
端
が
三
角
錐
状
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
襖
形
体
と
も
呼
ば
れ
る
。
筆
端

の
襖
形
を
残
す
が
、
全
体
に
角
張
っ

て
方
形
に
近
づ
い
た
も
の
を
字
体
h

と
し
、
全
体
が
完
整
な
正
方
形
を
塁

し
た
も
の
を
字
体
i
と
す
る
。
字
体

7　（667）



i
は
ゴ
シ
ヅ
ク
体
と
も
呼
ば
れ
る
。
字
体
9
1
i
は
筆
線
が
鋭
く
突
出
す
る
の
に
対
し
、
字
体
j
は
そ
の
突
出
が
に
ぶ
ぐ
、
全
体
の
形
が
面
子

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
わ
ら
か
い
字
体
と
な
っ
て
い
る
。
字
体
k
は
、
細
い
線
で
縦
長
に
表
現
さ
れ
、
曲
線
を
多
用
し
た
小
血
石
の
風

格
を
保
っ
た
字
体
で
あ
る
。
蝋
画
を
わ
ざ
と
曲
げ
た
り
、
長
く
は
ら
っ
た
り
す
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
同
様
に
細
線
で
表
現
さ
れ
る
が
、
筆
線

の
丸
味
を
失
な
い
、
全
体
が
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
正
方
体
の
も
の
を
字
体
1
と
す
る
。
こ
れ
は
一
種
の
隷
体
で
あ
る
。

　
銘
文
の
字
体
の
変
化
は
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
落
体
か
ら
容
体
へ
の
変
化
と
し
て
把
握
で
き
る
が
、
そ
れ
が
実
用
的
、
記
録
的
性
格
を
も
つ

も
の
で
な
い
た
め
、
簡
腋
文
字
や
刻
銘
と
異
な
っ
て
、
独
自
の
変
化
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
の
推
移
の
な
か
で
、
字
体
一
と
k
と
が
直
接
連
続

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
連
続
的
な
変
化
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
編
年
を
お
こ
な
う
上
で
重
要
な
指
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
樋
口
隆
康
「
中
国
古
鏡
銘
の
類
別
的
研
究
」
（
『
東
方
学
』
第
七
輯
、
一
九
五
三
　
　
　
　
　
銘
文
～
は
例
が
少
な
い
た
め
割
愛
し
、
銘
文
P
以
下
は
前
漢
鏡
に
な
い
銘
文
で
あ

　
　
年
、
『
展
望
東
ア
ジ
ア
の
考
古
掌
蕊
、
東
京
、
一
九
八
三
年
に
再
録
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
ら
省
略
し
た
。

　
②
　
樋
口
分
類
の
銘
文
A
・
B
・
C
・
F
に
つ
い
て
改
変
し
た
。
ま
た
樋
口
分
類
の

8　（668）

三
　
蟻
蠕
文
鏡
類
と
草
葉
文
鏡

　
こ
こ
に
蜻
蟷
文
鏡
類
と
い
う
の
は
、
龍
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
一
群
の
鏡
で
、
幡
玉
文
鏡
、
渦
状
魑
文
鏡
、
蟷
言
文
鏡
を
潜
む
。
そ
の
な
か
で

幡
経
文
鏡
と
渦
状
上
文
鏡
と
は
、
三
弦
鉦
、
ヒ
面
縁
、
地
文
と
主
文
の
重
ね
合
わ
せ
を
も
つ
戦
国
鏡
の
伝
統
を
保
っ
た
鏡
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
草
葉
文
鏡
は
、
植
物
文
様
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
戦
国
鏡
の
名
残
り
を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
な
い
鏡
で
あ
る
。
一
見
相
対
立
す
る
こ
う
し
た
鏡

が
、
実
は
相
互
に
単
位
文
様
を
共
有
し
て
関
連
し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
対
編
年
を
組
立
て
て
い
く
こ
と
が
本

章
の
目
的
で
あ
る
。

1
　
幡
　
蠕
　
文
　
鏡

細
長
い
帯
状
と
な
っ
た
龍
の
体
躯
が
連
鎖
す
る
渦
状
に
表
現
さ
れ
た
幡
蟷
文
を
主
文
と
す
る
鏡
で
あ
る
。

三
弦
鉦
、
ヒ
血
縁
を
も
ち
、
地
文
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の
上
に
主
文
を
重
ね
言
わ
せ
て
い
る
。
ビ
面
縁
は
縁
端
が
高
く
鋭
い
ヒ
面
縁
a
（
図
五
）
で
、
地
文
は
斜
格
子
状
の
雷
文
a
（
図
四
）
を
ほ
ど
こ
し

て
い
る
。

　
分
類
に
関
し
て
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
は
文
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
と
ら
え
て
E
類
と
F
類
の
二
つ
に
大
別
し
、
E
類
を
前
三
世
紀
、
F
類
を

　
　
　
　
　
　
　
　
①

前
二
世
紀
に
比
定
し
た
。
い
っ
ぽ
う
〈
樋
口
古
鏡
〉
は
主
文
表
現
を
基
準
に
、
平
彫
式
と
二
線
式
と
に
分
類
し
た
。
平
彫
式
は
カ
ー
ル
グ
レ
ン

の
E
類
を
中
心
と
し
て
一
部
F
類
に
包
括
さ
れ
る
。
両
氏
の
分
類
は
大
局
に
お
い
て
当
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
　
〈
樋
口
古
鏡
〉
に
い

う
双
線
式
を
二
つ
に
細
分
し
、
平
彫
表
現
（
図
六
一
1
）
の
体
躯
中
央
に
　
条
の
車
線
が
走
り
、
平
行
す
る
二
条
の
帯
の
よ
う
に
み
え
る
双
線
a

b c

σう1（て）

a

花
弁
　
文

ba

謎
ミ
　
髪
篠

蹴
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
a
図4　草葉文・花弁文・雷文

蹴

隔

En一
卜耐

文

〈
（

　
　
a

．．｛f（！）＞＞，，，，，．，lt，（t　s＝＝fie，．．．，，　1　b

図5　七面縁断面（縮尺1／1）

（
図
六
1
2
）
と
、
体
魑
が
二
、
三
条
の
高
い

突
線
裏
現
と
な
っ
た
双
線
b
（
図
六
1
3
）

　
　
　
　
②

と
に
分
け
る
。

　
主
文
の
文
様
構
成
は
、
播
三
文
だ
け
か

ら
な
る
も
の
以
外
に
、
蠕
蟷
文
の
間
に
禽

鳥
文
を
配
す
る
も
の
、
草
葉
文
を
配
す
る

も
の
、
幡
蜻
文
と
T
L
V
形
の
規
矩
文
と

を
も
つ
も
の
が
区
別
さ
れ
、
便
宜
上
、
そ

れ
ぞ
れ
を
幡
嫡
禽
鳥
文
鏡
、
幡
蠕
草
葉
文

鏡
、
幡
蟷
規
短
文
鏡
と
仮
称
す
る
。
そ
の

な
か
の
幡
嫡
草
葉
文
鏡
に
用
い
ら
れ
た
草

葉
文
に
は
、
一
連
の
系
列
を
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
る
（
図
四
）
。
す
な
わ
ち
、
蕾
形

9　（669）



1

2

図6幡鎌文の表現

体
a
に
よ
る
銘
文
A
、
な
ど
を
も
つ
例
が
あ
る
。
幡
蜻
草
葉
色
鏡
は
、
1
式
と
同
様
に
草
葉
文
a
を
ほ
ど
こ
す
。

区
最
外
周
に
縄
状
突
帯
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。

　
幡
蝸
文
鏡
皿
式
（
図
七
i
3
．
4
）
　
主
文
表
現
が
双
線
b
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
幡
蜻
草
葉
文
鏡
と
蠕
嫡
規
矩
文
鏡
と
の
二
種
類
が
存
在
す

る
。
い
ず
れ
の
鉦
座
も
龍
文
を
ほ
ど
こ
し
、
そ
こ
に
銘
文
を
い
れ
る
こ
と
が
多
い
。
幡
嬌
草
葉
文
鏡
の
場
合
、
草
葉
文
b
に
交
替
し
、
銘
文
は

字
体
a
か
b
に
よ
る
銘
文
璃
を
鉦
座
の
円
圏
に
い
れ
る
ほ
か
、
ま
れ
に
字
体
b
に
よ
る
銘
文
D
・
E
を
苗
床
と
内
官
最
外
周
と
に
い
れ
る
。
幡

蜻
規
矩
文
鏡
の
場
合
は
、
字
体
b
に
よ
る
銘
文
q
を
鉦
座
の
方
格
辺
に
い
れ
る
。
幡
屋
文
鏡
H
式
と
同
様
、
鉦
座
や
内
区
最
外
周
に
縄
文
突
張

を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
が
多
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
播
嫡
文
鏡
を
主
文
表
現
を
基
準
に
三
型
式
に
分
類
し
た
が
、
銘
文
は
1
式
に
出
現
し
て
皿
式
に
は
か
な
り
普
遍
化
し
、
草
葉

文
は
一
・
皿
式
の
草
葉
文
a
か
ら
皿
式
に
は
草
葉
文
b
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

の
草
葉
文
a
か
ら
、
そ
こ
に
麦
穂
状
の
芽
が
成
長
し
て
き

た
草
葉
文
b
、
最
後
に
麦
穂
状
の
部
分
だ
け
に
な
っ
た
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

懇
懇
。
へ
と
い
う
展
開
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
幡
羅
文
鏡
の
型
式
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
主
文

表
現
を
基
準
に
、
次
の
三
型
式
に
分
け
る
。

　
幡
蜻
文
鏡
－
式
（
図
七
1
1
）
　
　
主
文
が
平
彫
表
現
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
幡
羅
禽
鳥
文
鏡
や
草
葉
文
a
を
用
い

た
幡
蟷
草
葉
文
鏡
も
存
在
す
る
。

　
欝
欝
文
鏡
亘
式
（
図
七
一
2
）
　
　
主
文
表
現
が
双
線
a

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
幡
蠣
禽
鳥
文
鏡
に
は
、
鉦
座
に
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉦
座
の
ビ
面
玉
髄
の
内
側
や
内

10 （670）
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、
翫
田

図7幡蠣文鏡（1＝1式径20．6cm，2：H式径14．2cm，3：霧鐘径不詳，4：皿式
径18．8cm）

　
幡
蠕
文
鏡
の
出
現
年
代
は
、
1
式
を
出

土
し
た
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十
一
野
墓
が
、

副
葬
の
簡
順
か
ら
前
一
二
七
年
に
埋
葬
さ

　
　
　
　
　
　
　
④

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦

国
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
幡
蝸
文
鏡
整
式
の
年
代
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
そ
の
銘
文
A
－
に
注
意
し
た
い
。
本
来

「
長
相
思
」
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、
長

の
字
を
誹
ん
で
「
脩
相
思
」
と
改
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
准
河
南
岸
の
寿
春
に
封
ぜ

ら
れ
た
潅
南
懇
懇
が
父
の
名
を
認
ん
だ
も

の
で
あ
り
、
そ
の
在
位
し
た
前
一
六
四
－

一
二
二
年
の
な
か
に
製
作
年
代
が
比
定
さ

　
　
　
⑤

れ
て
い
る
。
こ
の
説
に
従
う
。

　
遺
跡
出
土
例
を
み
る
と
、
幡
難
文
鏡
－

式
と
丑
式
と
が
共
翻
し
て
い
る
安
徽
阜
陽

双
古
堆
二
号
墓
は
、
　
「
十
一
年
女
陰
侯
」

銘
の
漆
器
を
伴
な
い
、
報
告
者
は
こ
の
紀

年
を
前
一
六
九
年
に
比
定
し
、
墓
の
年
代
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⑥

を
文
・
景
帝
の
頃
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
埋
葬
年
代
が
前
一
六
八
年
以
後
の
数
年
の
う
ち
に
比
定
さ
れ
て
い
る
湖
南
長
沙
馬
王
堆
一
号
墓
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
は
、
隠
居
文
鏡
耳
玉
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
遺
跡
出
土
例
と
銘
文
の
考
証
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
幡
平
文
鏡
豆
式
の
年
代
は
、
前
一

七
〇
i
一
五
〇
年
代
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
幡
蠣
文
鏡
皿
式
は
、
こ
れ
に
後
続
す
る
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
型
式
を
出
土
し
た
河
北
満
城
二
号
墓
は
、
埋
葬
年
代
が
前
一
　
八
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

〇
四
年
の
な
か
に
比
定
で
き
、
蟻
嫡
文
鏡
猟
式
の
使
用
年
代
の
一
点
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
製
作
年
代
を
限
定
す
る
に
は
、
次
の
草
葉
文
鏡
の

編
年
と
対
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
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2
　
草
葉
文
鏡

　
花
弁
文
、
花
蕾
文
、
草
葉
文
な
ど
の
植
物
文
様
を
主
文
と
す
る
鏡
で
あ
る
。
蠕
下
文
鏡
に
存
在
し
た
地
文
を
も
た
ず
、
三
弦
鉦
が
獣
鉦
な
い

し
は
半
球
鉦
に
、
ヒ
面
繋
が
連
弧
文
縁
に
変
化
す
る
な
ど
、
草
葉
文
鏡
の
変
遷
の
過
程
で
戦
国
鏡
か
ら
の
伝
統
的
要
素
が
消
失
し
、
漢
鏡
と
し

て
確
立
す
る
画
期
的
な
意
義
が
あ
る
。

　
分
類
に
関
し
て
、
　
〈
樋
口
古
鏡
〉
は
鉦
座
が
方
格
の
も
の
と
円
圏
の
も
の
と
に
大
現
し
た
。
し
か
し
そ
れ
自
体
は
系
列
を
示
す
も
の
で
は
な

い
た
め
、
こ
の
分
類
を
そ
の
ま
ま
編
年
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
草
葉
文
鏡
の
多
様
な
単
位
文
様
を
分
析
す
る
と
、
鉦
・
鉦
座
、
花
弁

文
、
草
葉
文
、
乳
、
周
縁
、
銘
文
に
お
い
て
変
化
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
主
文
の
一
つ
で
あ
る
花
弁
文
に
着
目
し
（
図
四
）
、
細
長
く

垂
れ
る
花
弁
文
a
を
も
つ
も
の
を
草
葉
文
鏡
－
式
、
丸
く
お
さ
ま
る
花
弁
文
b
を
も
つ
も
の
を
草
葉
文
鏡
π
式
と
す
る
。
1
式
の
鉦
・
鉦
座
に

は
三
弦
鐙
、
獣
鉦
、
四
葉
文
へ
が
あ
り
、
1
式
に
は
そ
れ
に
加
え
て
四
葉
文
b
が
存
在
す
る
。
こ
の
四
葉
文
b
は
四
葉
文
へ
か
ら
変
化
し
て
き

た
文
様
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
四
葉
文
b
出
座
の
も
の
を
草
葉
文
鏡
B
式
と
し
、
自
警
と
同
様
に
三
弦
鉦
、
獣
鉦
、
四
葉
文
へ
を
も
つ
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

草
葉
文
鏡
A
式
と
す
る
。
各
型
式
の
ほ
か
の
特
微
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
荘

　
草
葉
文
鏡
－
式
（
図
南
i
－
）
　
　
草
葉
文
b
を
ほ
ど
こ
す
が
、
草
葉
文
を
も
た
な
い
例
も
少
な
く
な
い
。
乳
に
は
四
弁
文
a
・
b
、
四
葉
文
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へ
な
ど
が
あ
る
。
周
縁
に
は
高
さ
の
低
い
と
面
縁
b
（
図
五
）
の
ほ
か
に
、
連
弧
文
縁
も
出
現
し
て
い
る
。
銘
文
は
、
銘
文
馬
の
ほ
か
、
四
言
四

　
　
　
　
⑨

句
の
吉
祥
句
を
い
れ
、
字
体
は
b
の
段
階
で
あ
る
。
面
心
は
一
一
一
二
一
㎝
と
ば
ら
っ
き
が
大
き
い
。

華
文
書
式
（
図
↑
・
）
　
草
葉
吝
か
ら
草
葉
文
・
に
交
替
し
、
ま
た
そ
れ
が
普
遍
的
に
存
在
し
て
、
草
葉
文
鏡
の
垂
な
要
素
と

な
る
。
乳
に
は
素
文
a
、
四
弁
文
b
の
ほ
か
、
新
た
に
四
弁
文
。
、
円
座
が
出
現
す
る
。
周
縁
は
ほ
ぼ
連
々
文
法
に
限
る
。
銘
文
は
、
字
体
。

が
多
く
な
り
、
四
言
の
吉
祥
句
を
い
れ
る
が
、
二
、
三
句
の
短
銘
と
な
る
。
ま
た
三
言
の
銘
文
精
が
出
現
す
る
。
面
径
は
九
－
二
　
㎝
と
ば
ら

っ
き
が
大
き
い
。

　
草
葉
文
鏡
B
式
（
図
八
一
3
）
　
　
草
葉
文
。
が
普
遍
的
に
存
在
す
る
。
乳
は
円
座
が
多
く
な
り
、
叢
叢
a
が
わ
ず
か
に
存
在
し
て
い
る
。
銘

　
　
　
　
　
H

文
は
、
四
言
二
面
の
銘
文
q
・
C
2
が
主
と
な
る
ほ
か
、
銘
文
F
－
が
存
続
し
て
い
る
。
字
体
。
を
用
い
る
。
面
径
は
九
－
一
四
㎝
と
、
大
型
の
例

が
み
ら
れ
な
く
な
る
。

　
以
上
、
花
弁
文
と
鉦
・
鉦
座
に
基
づ
い
て
草
葉
文
鏡
を
三
型
式
に
分
類
し
た
が
、
草
葉
文
、
乳
、
銘
文
、
質
置
な
ど
に
も
併
行
す
る
一
連
の

図8　草葉文鏡（1：1式径16cm，
　2：HA式径20．7cm，3：HB式
　径14．OCm）
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⑩

変
化
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
草
葉
文
鏡
と
幡
蟷
文
鏡
と
の
相
対
編
年
を
、
単
位
文
様
の
共
有
関
係
に
よ
っ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
草
葉
文
に
着
目
す
る
と
、
草

葉
文
a
は
蠕
蟷
文
鏡
1
・
π
式
に
存
在
し
、
草
葉
文
b
は
幡
無
文
鏡
面
式
と
草
葉
文
鏡
－
式
と
に
、
草
葉
文
C
は
草
葉
文
鏡
H
式
に
存
在
し
た
。

草
葉
文
a
－
c
を
連
続
的
な
変
化
と
認
め
る
な
ら
ば
、
下
痢
文
鏡
巫
式
と
草
葉
文
鏡
－
式
と
に
共
通
す
る
草
葉
文
b
は
型
式
の
限
定
し
う
る
有

効
な
単
位
文
様
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
併
行
関
係
が
か
な
り
の
確
か
さ
を
も
っ
て
暗
示
さ
れ
る
。
銘
文
の
字
体
も
ま
た
系

列
を
た
ど
り
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
字
体
a
が
蜻
蟷
文
鏡
H
・
m
式
に
、
字
体
b
が
幡
蟷
文
鏡
即
言
と
草
葉
文
鏡
－
式
に
、
字
体
。
が
草
葉
文

古
写
式
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
字
体
か
ら
み
て
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
、
幡
魚
文
鏡
二
等
と
草
葉
文
鏡
－
式
と
が
時
期
の
上
で
重

な
り
合
う
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
文
様
の
分
析
か
ら
幡
記
文
鏡
と
草
葉
文
鏡
と
の
併
行
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
絶
対
年
代
の
上
で
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
草
葉
文
鏡
各
型
式
の
絶
対
年
代
を
遺
跡
で
共
撮
し
て
い
る
銅
銭
に
よ
っ
て
検
討
す
る
と
、
草
葉
文
鏡
－
式
の
場
合
、
共
著
関
係
が
報

告
さ
れ
て
い
る
四
卸
す
べ
て
が
半
心
嚢
だ
け
で
あ
る
・
A
式
の
場
合
で
は
・
五
例
の
う
ち
み
が
半
両
懸
の
み
・
三
伽
が
半
嚢
と
五
罫
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
伴
な
い
・
残
る
一
溜
が
五
鉄
銭
だ
け
で
あ
る
・
B
式
の
場
A
。
は
・
六
例
の
う
ち
半
器
量
だ
け
が
二
恥
残
る
四
陶
が
五
二
銭
と
だ
け
共
詳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

て
い
る
。
五
鉄
器
の
鋳
造
は
前
＝
八
年
に
始
ま
る
か
ら
、
五
銑
銭
が
出
土
す
る
墓
の
年
代
は
当
然
そ
れ
以
降
で
あ
り
、
半
轟
轟
と
五
鉄
銭
と

が
共
存
し
て
い
る
墓
は
前
二
八
年
か
ら
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
年
代
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
草
葉
文
鏡
A
式
が
出
土
し
、
半
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
H

銭
と
五
心
銭
と
が
共
存
し
て
い
た
河
北
満
城
一
号
墓
は
、
前
一
＝
二
年
に
没
し
た
中
山
王
勝
の
墓
と
さ
れ
、
鏡
と
銅
銭
の
使
用
年
代
の
一
点
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
草
葉
文
各
各
型
式
の
使
用
年
代
に
つ
い
て
一
応
の
目
安
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
1
式

を
前
一
五
〇
一
一
三
〇
年
代
、
丑
式
を
前
＝
二
〇
一
一
〇
〇
年
代
に
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
《
幡
叢
氷
鏡
と
草
葉
文
鏡
と
が

そ
れ
ぞ
れ
に
比
定
し
た
実
年
代
の
上
で
も
前
後
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
繋
が
る
こ
と
に
な
り
、
前
二
世
紀
代
の
編
年
の
軸
は
一
応
組
立
て
ら
れ

た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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3
　
渦
状
魑
文
鏡

　
渦
状
魑
文
鏡
は
、
幡
嫡
文
鏡
の
主
要
な
要
素
で
あ
る
三
弦
鉦
、
地
文
と
主
文
の
重
ね
合
わ
せ
、
ピ
藁
筆
を
そ
な
え
る
が
、
主
文
は
幡
蠣
文
が

著
し
く
簡
略
化
し
た
渦
状
と
な
る
こ
と
、
地
文
が
粗
線
化
し
、
単
な
る
避
暑
（
雷
文
b
）
な
い
し
は
平
行
線
文
（
雷
文
。
）
と
な
る
こ
と
（
図
四
）
、

縁
部
の
高
さ
が
減
じ
て
鋭
さ
を
失
な
っ
た
ヒ
面
懸
b
と
な
る
こ
と
（
図
五
）
な
ど
、
幡
蟷
文
鏡
か
ら
か
な
り
退
化
し
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
主

文
表
現
は
双
線
b
の
範
疇
に
は
い
り
、
面
径
は
一
〇
㎝
前
後
と
小
型
で
あ
る
。
カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
J
類
に
相
当
す
る
鏡
式
で
あ
る
。

　
型
式
分
類
に
関
し
て
、
　
〈
樋
口
古
鏡
〉
は
主
文
を
連
環
式
と
分
離
式
と
に
分
け
た
。
主
文
の
こ
の
ち
が
い
は
形
の
上
で
明
確
な
差
と
し
て
あ

ら
わ
れ
て
い
る
が
、
一
連
の
系
列
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
地
文
に
着
目
し
、
雷
文
b
を
も
つ
も
の
を
1
式
、
雷
文
。
を
も

つ
も
の
を
豆
式
と
す
る
。
雷
文
b
か
ら
。
へ
の
変
化
を
重
視
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
渦
状
燕
子
鏡
亙
式
（
図
九
一
1
・
2
）
　
主
文
が
連
環
状
の
も
の
に
は
、
龍
の
頭
が
明
瞭
で
体
躯
が
複
雑
に
渦
巻
く
も
の
か
ら
、
頭
が
消
え
て

体
躯
が
単
純
な
糸
巻
形
に
な
っ
た
も
の
ま
で
あ
り
、
鉦
座
は
円
圏
で
あ
る
。
主
文
が
分
離
し
て
い
る
も
の
は
、
明
瞭
な
龍
頭
を
も
っ
て
体
躯
が

や
や
複
雑
な
も
の
と
、
C
字
形
を
三
つ
連
ね
た
だ
け
の
簡
単
な
も
の
と
が
あ
り
、
鉦
座
は
儲
君
と
方
格
と
の
薬
種
が
存
在
す
る
。
乳
を
も
つ
場

合
は
、
素
文
a
、
能
弁
文
a
・
b
を
四
個
配
置
し
、
そ
れ
を
繋
ぐ
ヒ
面
声
帯
を
ほ
ど
こ
す
例
が
あ
る
。
方
格
鉦
座
の
例
に
は
、
字
体
。
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
リ
リ

銘
文
A
や
銘
文
9
を
い
れ
る
。
草
葉
文
。
を
も
つ
例
が
存
在
す
る
。

　
渦
状
露
文
鏡
H
式
（
図
九
一
3
）
　
　
主
文
が
連
環
状
の
も
の
は
、
龍
の
頭
が
な
く
、
体
が
簡
単
な
糸
巻
状
を
呈
す
。
主
文
が
分
離
し
た
も
の

は
、
C
字
形
を
三
つ
連
ね
た
だ
け
、
な
い
し
は
S
字
形
に
く
ず
れ
る
。
鐙
座
に
は
円
盤
と
方
格
と
の
両
種
が
あ
り
、
濡
雪
鉦
座
に
は
「
常
楽
未

央
　
長
母
相
忘
」
や
銘
文
C
な
ど
二
言
二
句
目
短
銘
を
い
れ
る
。
乳
は
素
文
a
の
み
と
な
る
。
面
径
は
一
〇
㎝
未
満
と
小
さ
い
。

　
渦
状
醜
文
鏡
の
編
年
は
地
文
の
雷
文
に
よ
っ
て
設
定
し
た
一
・
豆
式
が
基
礎
に
な
る
が
、
同
時
に
主
文
が
簡
略
化
し
、
面
径
が
縮
小
し
て
い

く
過
程
が
判
明
し
た
。
こ
の
鏡
は
最
初
に
述
べ
た
点
か
ら
書
風
文
鏡
の
系
譜
を
ひ
き
、
そ
れ
に
後
出
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
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て
時
期
の
上
で
草
葉
文
鏡
に
併
行
す
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
単
位
文
様
の
上
で
は
い
か
な
る
脈
絡
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
草
葉
文
鏡
丑
式
に
普
遍
的
に
用
い
ら
れ
た
草
葉
文
。
は
、
い
く
つ
か
の
渦
状
題
文
鏡
一
式
に
も
存
在
し
た
。
乳
で
は
、
誓
文
a
、
四
全
文
a
・

b
が
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ
、
な
か
で
も
四
号
文
a
・
b
は
草
葉
文
鏡
1
・
障
式
と
渦
状
題
文
鏡
－
式
と
に
限
定
さ
れ
る
。
銘
文
を
み
る
と
、
字

体
。
と
銘
文
C
が
草
葉
文
鏡
壁
式
と
渦
状
全
文
鏡
1
・
1
式
と
に
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
に
草
葉
文
鏡
と
渦
状
趣
文
鏡
と
の
間
に
は
密
接
な
単

位
文
様
の
共
有
関
係
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
草
葉
文
鏡
型
式
と
渦
状
憩
文
鏡
－
式
、
草
葉
文
鏡
B
式
と
渦
状
無
文
鏡
H
式
が
併
行
す
る

も
の
と
判
断
で
き
る
。
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4
　
嬌
龍
文
鏡
と
星
雲
文
鏡

　
蝸
龍
文
鏡
の
主
文
は
、
頭
、
足
、
尾
な
ど
各
部
が
写
実
的
な
表
現
と
な
り
、
口
を
大
き
く
開
け
、
細
長
い
胴
、
ト
カ
ゲ
の
よ
う
な
長
い
尾
を

た
く
み
に
く
ね
ら
せ
る
姿
は
実
に
躍
動
的
で
あ
る
。
眼
、
肩
は
乳
状
に
突
出
し
、
細
い
体
躯
は
三
角
形
状
の
突
線
と
な
っ
て
い
る
。
龍
を
モ
チ

ー
フ
と
す
る
点
で
幡
記
文
鏡
の
系
統
に
属
す
が
、
一
般
に
地
文
が
な
い
こ
と
、
周
縁
が
連
弧
文
縁
と
な
る
こ
と
の
ほ
か
、
鉦
座
ハ
乳
の
文
様
な

ど
に
草
葉
文
鏡
と
の
共
通
点
が
多
い
。

　
蝸
龍
文
鏡
の
型
式
分
類
に
お
い
て
は
、
草
葉
文
鏡
の
分
類
基
準
を
参
考
に
、
獣
鉦
ま
た
は
四
葉
文
へ
鉦
座
の
も
の
を
1
式
、
四
葉
文
b
鉦
座

の
も
の
を
丑
式
（
図
九
1
4
）
と
す
る
。
嫡
龍
文
鏡
の
鉦
に
は
ほ
か
に
連
峰
鉦
が
あ
り
、
草
葉
文
鏡
に
は
存
在
し
な
い
た
め
に
位
置
づ
け
が
難
し

い
け
れ
ど
も
、
新
し
く
出
現
し
た
も
の
と
み
な
し
、
1
式
に
含
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
星
雲
文
鏡
は
、
数
個
の
乳
状
に
な
っ
た
突
起
を
曲
線
で
繋
い
だ
主
文
を
も
っ
た
鏡
で
あ
る
。
主
文
に
つ
い
て
梅
原
末
治
や
〈
樋
口
古
鏡
〉
は
、

嫡
龍
文
鏡
の
蜻
龍
文
に
み
ら
れ
た
乳
状
の
眼
や
肩
が
星
雲
文
の
乳
状
突
起
と
な
り
、
体
魑
が
そ
の
曲
線
と
な
っ
た
と
考
え
た
。
確
か
に
鉦
座
、

周
縁
や
文
様
構
成
を
と
っ
て
み
て
も
嫡
龍
文
鏡
と
星
雲
文
鏡
と
は
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
推
測
は
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い

え
星
雲
文
を
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
そ
の
乳
状
突
起
に
は
渦
状
に
巻
上
げ
た
文
様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
、
流
れ
る
よ
う
な
曲
線
と
一
連
の
雲
の
渦



前漢鏡の編年と様式（岡村）

図9　渦状魑文鏡（1：1式　径9．9cm，2＝1式　径10・2cm，3：皿式　径8．7crr・），蠣

　龍顔鏡（4：∬式　径13．6c血），星雲文鏡（5：1式　径13・3cm，6＝1式　径15．3cm）
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の
よ
う
に
み
え
、
も
は
や
全
体
が
雲
気
文
様
に
変
形
し
て
い
る
。

　
星
雲
文
鏡
の
型
式
分
類
は
〈
樋
口
古
鏡
〉
に
従
が
い
、
乳
が
円
座
の
も
の
を
1
式
（
図
九
1
5
）
、
四
葉
文
％
の
も
の
を
壁
式
（
図
九
一
6
）
と

す
る
。
こ
の
型
式
と
連
峰
鉦
の
系
列
と
の
相
関
関
係
を
分
析
す
る
と
、
連
峰
鉦
a
は
1
式
の
み
に
限
ら
れ
、
連
峰
鉦
b
は
一
・
皿
式
に
ま
た
が

り
、
連
峰
鉦
。
は
豆
式
の
み
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
星
雲
文
鏡
1
・
豆
式
の
先
後
関
係
は
一
つ
の
傍
証
を
得
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
星
雲
文
鏡
は
前
述
の
よ
う
に
嫡
斯
文
鏡
の
系
譜
を
ひ
き
、
連
峰
鉦
か
ら
み
て
も
嫡
無
文
鏡
H
式
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
し

か
し
そ
れ
以
上
の
相
対
編
年
は
、
　
時
期
の
限
定
し
う
る
単
位
文
様
の
共
有
関
係
を
欠
く
た
め
、
　
遺
跡
に
お
け
る
共
伴
関
係
を
参
考
に
し
た
い

（
表
一
）
。
　
こ
れ
を
み
る
と
、
星
雲
文
鏡
－
式
は
草
葉
文
鏡
や
蝸
龍
文
鏡
と
共
麗
し
て
い
る
の
に
対
し
、
星
雲
文
鏡
H
式
は
異
体
字
銘
帯
鏡
と
共

伴
し
て
お
り
、
そ
の
鏡
式
と
時
期
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
星
雲
文
鏡
－
式
は
遅
く
見
積
っ
て
も
草
葉
文
鏡
B
式
に
併
行
す
る
前
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藝

世
紀
末
、
星
雲
文
鏡
H
式
は
前
一
世
紀
前
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
恥

①
し
づ
」
〈
p
二
σ
q
お
ロ
㌧
葭
昌
巴
p
鼠
皇
国
ジ
b
ロ
ミ
ミ
§
ミ
　
き
§
§
u
佃
＆
壽
臓

　
三
無
馬
§
臥
ミ
心
沁
“
ミ
塁
（
負
魯
ぴ
臓
●
　
し
d
㌧
§
試
）
b
Z
9
一
ω
㌧
一
間
ご
一
審
β
国
碧
ぞ

　
O
匡
口
。
器
蜜
一
際
。
『
ω
、
鳴
§
鋲
冥
。
■
心
O
り
お
O
Q
◎
畠

②
平
彫
表
現
の
な
か
で
、
体
魑
の
幡
が
影
絵
風
に
広
く
、
や
や
写
実
的
な
も
の
が

　
あ
る
（
た
と
え
ば
カ
ー
ル
グ
レ
ー
ン
E
五
な
ど
）
が
、
こ
れ
は
蜻
陽
文
で
は
な
く

　
て
饗
鳳
文
の
一
種
で
あ
り
、
本
稿
で
は
除
外
し
て
扱
っ
て
い
る
。

③
同
様
の
指
摘
は
カ
ー
ル
グ
レ
ン
が
最
初
に
お
こ
な
っ
た
（
注
①
、
切
ミ
舘
き

　
2
ρ
お
㌧
や
δ
O
）
。

④
雲
夢
睡
虎
地
秦
詩
編
写
譜
『
雲
夢
睡
錨
地
塗
盆
』
（
北
京
、
一
九
八
　
年
）
図

　
版
三
〇
一
二
。

⑤
　
高
去
尋
「
評
漢
以
前
的
古
鏡
之
研
究
並
論
『
潅
式
』
之
時
代
問
題
」
（
『
歴
史
語

　
言
研
究
所
集
刊
』
一
四
本
、
一
九
四
一
年
）
一
－
一
九
頁
。

⑥
　
安
徽
省
文
物
工
作
隊
・
阜
陽
地
区
博
物
館
・
阜
陽
県
文
化
局
「
阜
陽
双
古
堆
西

　
漢
汝
陰
掲
出
発
掘
二
又
」
（
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第
八
期
）
。

⑦
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
社
会
科
学
院
登
高
研
究
所
編
『
長
沙
馬
王
国
～
号
漢
墓
』

　
（
北
京
、
一
九
七
三
年
）
図
版
一
七
八
。

⑧
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
河
北
省
文
物
管
理
処
『
満
城
満
墓
発
掘
報
欝
』

　
（
『
中
国
田
野
考
古
報
告
集
』
考
古
学
専
心
丁
種
第
二
〇
号
、
北
京
、
　
一
九
八
○

　
年
）
図
版
一
八
一
一
二
。

⑨
　
与
天
無
極
　
与
天
議
長
、
点
者
君
卿
、
総
噸
必
当
、
長
楽
未
央
な
ど
の
四
言
句

　
を
組
合
せ
て
い
れ
て
い
る
。

⑩
　
草
輩
一
文
鏡
の
な
か
に
花
弁
文
が
な
く
、
草
葉
文
だ
け
で
主
文
を
構
成
す
る
も
の

　
が
若
干
存
在
し
、
こ
の
型
式
分
類
か
ら
は
み
出
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
草

　
葉
文
や
鉦
座
、
銘
文
な
ど
別
の
単
位
文
様
の
分
析
か
ら
以
上
の
型
式
分
類
に
適
合

　
さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑪
　
山
西
太
原
東
大
寺
墓
（
『
文
物
』
一
九
六
二
年
第
四
・
五
期
）
、
河
南
洛
揚
八
三

　
号
墓
（
洛
陽
市
文
物
管
理
委
員
会
編
『
洛
陽
出
土
古
鏡
』
、
北
京
、
一
九
五
九
年
、

　
図
版
二
）
、
四
川
成
都
羊
子
山
一
五
七
ロ
写
墓
・
岡
～
山
ハ
一
活
写
墓
（
四
門
川
省
櫨
阿
物
館
・
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齋
難
慶
市
博
物
館
編
『
四
川
省
H
出
土
銅
鏡
』
、
　
北
山
黒
、
　
一
九
六
〇
年
、
図
肥
版
一
一
二
・

　
二
〇
）
。
以
下
、
『
四
川
省
出
土
鋼
鏡
』
を
〈
四
川
〉
と
略
す
。

⑫
四
川
成
都
羊
子
山
コ
ニ
五
号
墓
（
〈
四
川
〉
図
版
一
八
）
。

⑬
　
河
北
満
城
一
号
墓
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
注
⑧
）
、
　
四
川
成
都

　
羊
子
山
一
七
七
号
墓
（
〈
四
川
〉
図
版
　
四
）
、
　
四
川
火
邑
敦
義
（
『
文
物
』
一
九

　
八
一
年
第
一
二
期
）
。

⑭
四
川
成
都
羊
子
山
二
〇
〇
号
墓
（
〈
四
川
〉
図
版
…
五
）
。

⑮
肉
東
臨
游
銀
雀
山
晋
写
墓
（
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
二
期
）
、
四
川
成
都
羊
子

　
山
一
六
九
口
写
墓
（
〈
四
川
〉
図
版
一
九
）
。

⑯
　
河
南
洛
陽
老
城
西
北
郊
八
一
号
墓
（
『
考
古
』
一
九
六
四
年
第
八
期
）
、
河
南
洛

　
陽
㍗
四
郊
ゴ
コ
七
一
㎝
写
墓
（
『
考
古
学
報
』
　
一
九
六
三
律
†
団
扇
二
期
）
、
江
西
日
岡
日
目
宙
ハ
郊

　
一
号
墓
・
同
一
四
号
墓
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
六
年
第
二
期
）
。

⑰
　
中
圏
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
注
⑧
。

⑱
カ
ー
ル
グ
レ
ン
J
二
五
、
広
州
漢
墓
＝
七
三
号
墓
（
広
州
市
文
物
管
理
委

　
員
会
・
広
州
市
博
物
館
『
広
州
漢
墓
』
、
北
京
、
一
九
八
一
年
、
図
九
一
）
な
ど
。

⑲
梅
原
末
治
『
漢
以
前
の
古
鏡
の
研
究
』
（
『
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
研
究
報

　
血
口
』
嵐
山
ハ
耶
川
、
｛
黒
蝿
、
　
一
九
一
二
五
年
）
五
〇
頁
◎

四
　
異
体
字
銘
帯
鏡

前漢鏡の編年と様式（岡村）

　
銘
文
が
主
た
る
文
様
と
な
り
、
そ
の
字
体
が
意
匠
化
し
た
特
色
あ
る
一
群
の
鏡
を
異
体
字
銘
帯
鏡
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ま
で
銘
文
の
な
か
の
文
字

を
と
っ
て
「
精
白
鏡
」
や
「
昭
明
鏡
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
細
分
さ
れ
て
き
た
が
、
　
〈
樋
口
古
鏡
〉
は
文
様
構
成
を
重
視
し
て
、
連
弧
文
銘
帯
革
、

重
圏
単
銘
古
式
、
単
圏
一
帯
式
、
重
圏
双
銘
帯
式
に
分
け
た
。
い
ず
れ
も
分
類
案
と
し
て
は
承
認
で
き
る
け
れ
ど
も
、
細
か
い
編
年
を
お
こ
な

う
に
は
別
の
観
点
が
必
要
で
あ
る
。

　
異
体
字
銘
帯
下
は
、
鉦
座
、
銘
帯
、
周
縁
か
ら
構
成
さ
れ
、
鉦
座
と
銘
帯
と
の
問
に
連
弧
文
帯
が
は
い
る
構
成
を
と
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

一、

ﾊ
に
周
縁
が
本
文
と
な
る
た
め
、
単
位
文
様
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
は
夕
座
と
銘
文
し
か
な
く
、
そ
の
な
か
で
銘
文
の
字
体
の
変
化
が
最

も
顕
著
で
、
し
か
も
連
続
的
な
変
化
を
示
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
型
式
分
類
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
た
い
。
な
お
便
宜
的
に
、
全
一
の
構
成
に

よ
っ
て
重
圏
銘
帯
鏡
と
単
圏
銘
帯
鏡
と
に
分
け
て
説
明
を
お
こ
な
う
。

　
異
体
字
銘
帯
鏡
－
式
（
図
一
〇
一
－
）
　
字
体
d
を
も
つ
も
の
。
重
圏
銘
翼
鏡
の
み
知
ら
れ
る
。
内
圏
に
銘
文
q
、
外
洋
に
銘
文
G
と
い
う
組

合
せ
か
、
銘
文
G
と
斜
角
雷
文
と
い
う
組
長
が
多
い
・
夕
座
は
・
四
壁
銚
．
b
・
連
珠
文
な
ど
・
ま
れ
に
連
弧
文
縁
と
な
る
も
の
が
あ
麺
・
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異
体
字
銘
帯
鏡
－
式
（
図
一
〇
1
2
）
　
字
体
e
・
f
の
も
の
。
重
圏
銘
帯
鏡
は
、
内
圏
に
銘
文
儀
、
外
々
に
銘
文
E
、
も
し
く
は
内
圏
に
銘

文
E
、
外
圏
に
銘
文
D
と
い
う
組
合
せ
が
一
般
的
で
あ
る
。
単
圏
側
帯
鏡
が
出
現
し
、
銘
文
軌
、
・
免
・
E
の
い
ず
れ
か
を
い
れ
る
。
銘
文
Q
、
・

編
の
字
間
に
は
詩
文
を
ほ
ど
こ
す
。
半
座
に
は
、
四
葉
文
％
、
連
珠
文
、
連
弧
文
、
輻
射
文
a
な
ど
多
く
の
文
様
が
存
在
す
る
。

　
異
体
字
銘
帯
鏡
皿
式
（
図
一
〇
一
3
）
　
字
体
9
の
も
の
。
重
圏
銘
愚
智
は
、
豆
式
に
み
た
二
通
り
の
銘
文
の
組
合
せ
の
ほ
か
、
内
圏
に
銘
文

q
、
外
心
に
銘
文
E
と
い
う
組
合
せ
が
出
現
す
る
。
単
圏
銘
帯
鏡
は
、
1
式
に
み
た
三
種
の
銘
文
の
ほ
か
、
銘
文
C
－
や
銘
文
D
を
い
れ
る
。
重

圏
、
単
彩
を
済
わ
ず
、
銘
文
C
の
字
間
に
は
渦
汐
と
菱
形
文
と
を
交
互
に
ほ
ど
こ
す
。
鉦
座
は
、
四
葉
文
％
が
消
失
し
た
以
外
は
H
式
の
文
様

が
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
る
。
な
お
、
銘
文
D
を
も
つ
単
圏
銘
帯
鏡
は
、
連
珠
文
鉦
座
、
連
弧
文
帯
と
い
う
構
成
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
異
体
字
銘
帯
鏡
W
式
（
図
一
〇
一
4
）
　
字
体
h
を
も
つ
も
の
。
管
見
で
は
、
銘
文
E
か
銘
文
恥
、
・
R
。
か
を
い
れ
る
単
管
銘
帯
鏡
を
知
る
に
と

ど
ま
る
。
鉦
座
に
は
連
珠
文
な
い
し
は
輻
射
文
a
を
あ
ら
わ
す
。

　
異
体
字
銘
帯
鏡
V
式
（
図
一
〇
1
5
）
　
字
体
i
を
も
つ
も
の
。
重
圏
銘
帯
鏡
は
、
気
圏
に
銘
文
E
、
外
客
に
銘
文
F
か
銘
文
H
を
い
れ
る
。

単
圏
寒
帯
草
は
、
銘
文
E
・
瓦
、
・
馬
・
H
の
い
ず
れ
か
を
い
れ
る
。
銘
文
E
は
ほ
と
ん
ど
初
め
の
二
句
だ
け
と
な
っ
て
字
間
に
而
字
形
の
記
号

を
ほ
ど
こ
し
、
計
二
〇
字
前
後
を
数
え
る
。
銘
文
F
・
H
を
も
つ
単
圏
銘
帯
鏡
に
は
連
弧
文
帯
を
必
ら
ず
い
れ
る
。
鉦
座
に
は
、
連
珠
文
、
連

弧
文
、
輻
射
文
a
が
あ
り
、
ま
た
四
葉
文
。
・
d
が
新
た
に
出
現
し
た
。

　
異
体
字
銘
帯
鏡
W
式
（
図
一
〇
1
6
）
　
字
体
一
を
も
つ
も
の
。
単
圏
銘
帯
鏡
の
み
知
ら
れ
、
銘
文
E
・
H
な
ど
を
い
れ
る
。
銘
文
E
は
字
数

が
減
少
し
、
一
五
字
程
度
に
な
る
。
仁
座
に
は
四
葉
文
。
・
d
、
野
景
文
、
輻
射
文
a
が
あ
る
。
周
縁
に
凹
魚
文
や
鋸
歯
文
b
（
図
＝
i
4
）

を
ほ
ど
こ
す
例
が
出
現
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
字
体
の
系
列
を
基
準
に
異
体
字
銘
帯
鏡
の
型
式
分
類
を
お
こ
な
っ
た
が
、
改
め
て
鉦
座
文
様
と
銘
文
自
体
の
流
行
型
式
を
ま

と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
鉦
座
文
様
は
、
連
珠
文
が
一
I
V
の
各
型
式
に
、
論
叢
文
と
輻
射
文
a
が
H
l
W
の
各
型
式
に
幅
広
く
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
四
葉
文
％
は
一
・
藁
菰
に
、
四
葉
文
。
・
d
は
V
・
M
式
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
銘
文
で
は
、
銘
文
G
が
1
式
に
、
銘
文
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C
が
ー
ー
皿
式
に
存
在
し
、
な
か
で
も
銘
文
儀
は
皿
式
に
限
ら
れ
る
。
銘
文
D
は
ー
ー
紅
裏
、
銘
文
F
が
W
・
V
式
、
銘
文
H
が
V
・
M
式
に

限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
銘
文
E
は
n
－
W
式
に
幅
広
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
V
・
W
式
の
銘
文
E
は
、
ほ
と
ん
ど
初
二
句
だ
け
の
短
銘

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
単
位
文
様
や
銘
文
の
流
行
型
式
に
は
各
々
差
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
次
に
前
章
で
編
年
を
お
こ
な
っ
た
鏡
式
と
の
併
行
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
字
体
の
変
化
を
連
続
的
な
も
の
と
認
め
る
な
ら
ば
、
字
体
d

を
も
つ
異
体
字
世
帯
鏡
－
式
は
、
字
体
。
を
も
つ
草
葉
文
鏡
H
式
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
後
続
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
異
体
字
寒
帯
鏡
一
式
の
な
か
に
草
葉
文
鏡
や
星
雲
文
鏡
の
翠
微
の
一
つ
で
あ
っ
た
桑
弧
文
面
を
も
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
と
時

期
的
に
近
接
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
を
さ
ら
に
は
っ
き
り
さ
せ
る
の
が
、
異
体
字
銘
玉
藍
1
・
∬
式
に
存
在
し
た
鉦
座
の

四
葉
文
ら
で
あ
る
。
こ
の
単
位
文
様
は
、
星
雲
文
鏡
豆
式
の
分
類
基
準
と
し
た
乳
の
四
葉
上
馬
と
同
一
の
文
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
体
字
銘

帯
鏡
1
・
∬
式
と
星
雲
文
鏡
丑
式
と
が
併
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
絶
対
年
代
に
つ
い
て
、
年
代
の
明
ら
か
な
遺
跡
の
出
土
例
を
参
考
に
し
て
考
察
し
よ
う
。
江
蘇
艶
態
胡
場
五
号
墓
で
は
、
被
葬
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

前
七
一
年
に
死
去
し
、
翌
年
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
木
隈
を
伴
な
っ
て
異
体
字
晶
帯
鏡
皿
式
が
出
土
し
て
い
る
。
同
様
に
異
体
字
銘
帯

二
叉
式
が
出
土
し
た
河
北
定
二
四
〇
号
墓
は
、
金
縷
玉
衣
が
発
見
さ
れ
た
「
黄
腸
題
湊
」
系
の
大
型
墓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
地
に
封
ぜ
ら
れ

た
中
山
王
の
墓
と
推
測
さ
れ
、
岡
時
に
出
土
し
た
五
鳳
二
年
（
前
五
七
年
）
の
紀
年
を
も
つ
竹
簡
な
ど
か
ら
み
て
、
前
五
六
年
に
没
し
た
中
山
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

修
の
墓
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
異
体
字
銘
帯
鏡
歯
式
の
年
代
は
、
前
芸
〇
一
五
〇
年
代
に
考
定
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
先
行
す
る
一
・
1
式
を
前
一
〇
〇
一
七
〇
年
代
に
お
く
見
当
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
異
体
字
銘
帯
鏡
は
前
章
で
検
討
し

た
前
二
世
紀
代
の
鏡
と
矛
盾
な
く
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
異
体
宇
晶
帯
鏡
の
終
末
は
、
M
式
に
属
す
る
無
漏
元
年
（
後
六
年
）
鏡
に
よ
っ
て
一
世
紀
初
頭
に
定
め
る
。
し
た
が
っ
て
前
一
世
紀
の
全
般
に

わ
た
っ
て
異
体
字
銘
帯
鏡
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
①
　
〈
樋
口
古
鏡
V
図
版
二
八
－
五
六
、
同
二
九
－
五
八
な
ど
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
楊
州
博
物
館
・
草
江
県
図
書
館
「
江
蘇
邪
江
胡
二
五
号
漢
墓
」
（
『
文
物
』
一
九
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八
一
年
第
八
期
）
。

③
　
河
北
省
文
物
研
究
所
「
河
北
定
製
図
〇
号
漢
墓
発
掘
玉
髄
」
（
『
文
物
隔
一
九
八

　
一
年
第
八
期
）
。
　
最
初
の
略
報
（
河
北
省
博
物
館
ほ
か
「
定
県
四
〇
号
漢
墓
出
土

　
的
金
縷
玉
衣
」
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
七
期
）
で
は
、
　
前
八
年
に
没
し
た
中
山

　
王
興
の
墓
に
比
定
し
た
が
、
整
理
の
過
程
で
こ
れ
を
改
め
て
い
る
。

④
梅
原
末
治
『
漢
三
選
六
朝
紀
年
鏡
図
説
』
（
『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
資

　
料
叢
書
』
第
一
冊
、
京
都
、
一
九
四
三
年
）
図
版
一
。

五
　
細
線
動
物
文
鏡
類

　
い
ま
か
り
に
細
線
勤
物
量
鏡
類
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
、
獣
帯
鏡
、
趣
感
文
鏡
を
含
み
、
細
線
表
現
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
文

に
よ
っ
て
主
文
が
構
成
さ
れ
る
一
群
の
鏡
で
あ
る
。
主
文
表
現
の
共
通
性
以
外
に
も
、
相
互
に
多
く
の
単
位
文
様
を
共
有
し
て
深
い
横
の
繋
が

り
が
認
め
ら
れ
る
。
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
獣
帯
鏡
と
は
後
漢
時
代
に
ひ
き
継
が
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
王
豊
代
を
含
む
前
漢
時
代
に
属
す
る
型
式

の
み
を
取
り
上
げ
る
。

前漢鏡の編年と様式（岡村）

　
1
　
方
格
規
矩
四
神
鏡

、
四
神
を
主
体
と
す
る
写
実
的
な
動
物
文
を
主
文
と
し
、
方
格
下
座
、
T
L
V
形
の
い
わ
ゆ
る
規
短
文
を
も
ち
、
平
縁
と
な
る
周
縁
を
も
つ
鏡

　
　
①

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

・
銘
文
か
ら
王
立
代
を
中
心
と
す
る
時
期
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
富
岡
謙
蔵
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
明
確
な
根
拠
を
示
し
て
細
か
い
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

年
を
お
こ
な
っ
た
論
文
は
数
多
く
な
い
。
山
越
茂
は
、
主
文
や
乳
の
数
、
主
文
の
配
置
、
周
縁
文
様
な
ど
を
分
析
し
の
藤
丸
詔
八
郎
も
乳
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
周
縁
文
様
を
基
準
に
分
類
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
素
心
や
凹
帯
文
の
周
縁
で
四
個
の
乳
を
も
つ
も
の
は
前
漢
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
応
妥
当
な
結
論
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
単
位
文
様
の
個
数
や
配
置
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
、
文
様

や
そ
の
系
列
に
は
ほ
と
ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
ず
、
型
式
学
的
な
操
作
に
問
題
が
あ
る
。

　
方
丈
規
矩
四
神
鏡
の
文
様
単
位
に
は
、
主
文
、
魚
座
、
乳
、
周
縁
お
よ
び
銘
文
が
識
別
で
き
る
。
そ
の
な
か
で
ま
ず
、
主
文
と
周
縁
に
つ
い
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鯨

図11周縁文様

る
図
像
を
方
格
部
門
に
沿
っ
て
平
列
し
た
り
、
四
神
が
そ
の
あ
ら
わ
す
方
位
と
は
～
致
し
な
い
配
置
、

獣
に
置
き
替
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
配
置
が
流
動
的
に
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

と
、
比
較
的
簡
素
な
文
様
で
あ
る
が
自
由
な
配
置
を
と
る
も
の
と
の
二
形
態
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、

自
由
配
置
と
仮
称
す
る
。

　
周
縁
文
様
の
変
化
は
、
装
飾
性
を
増
す
方
向
と
し
て
理
癬
で
き
る
。
ま
ず
素
文
の
周
縁
に
始
ま
り
、
そ
の
中
央
に
一
条
の
文
様
帯
を
も
つ
凹

言
文
か
ら
、
二
重
の
文
様
帯
を
も
っ
て
装
飾
性
を
増
し
た
、
獣
文
、
画
高
文
、
唐
草
文
、
流
難
文
、
鋸
歯
文
に
発
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
な
か
で
流
雲
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
鋸
歯
文
帯
の
山
が
低
い
流
図
文
へ
（
図
＝
…
－
）
と
、
高
い
流
麗
文
鋤
、
（
同
1
2
）
と
に
分
け
、
鋸
歯
文
に

て
観
察
し
て
お
こ
う
。

　
主
文
を
大
き
く
、
動
物
文
、
羅
文
、
い
わ
ゆ
る
三
文
の
三
種
に
分
け
る
。

動
物
文
は
ま
ず
図
像
の
数
に
よ
っ
て
、
四
像
か
ら
な
る
も
の
と
八
像
か
ら
な

る
も
の
と
に
分
け
る
。
四
像
、
戦
乱
と
も
に
青
龍
、
白
虎
、
朱
雀
、
玄
武
と

い
う
東
西
南
北
に
位
置
す
る
四
神
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

図
像
か
ら
な
る
も
の
に
は
、
青
龍
に
龍
ま
た
は
神
人
、
白
龍
に
シ
カ
ま
た
は

そ
れ
に
乗
る
神
人
、
朱
雀
に
鳥
、
玄
武
に
カ
エ
ル
ま
た
は
一
角
獣
と
い
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
に
、
四
神
に
対
応
す
る
獣
が
し
ば
し
ば
固
定
し
て
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
図

像
と
そ
の
配
置
は
多
様
で
あ
る
が
、
一
つ
の
規
則
と
し
て
、
八
三
に
空
間
充

填
文
と
し
て
小
獣
や
小
鳥
、
渦
文
を
付
加
し
た
優
美
な
文
様
の
場
合
は
、
四

神
の
各
々
が
方
格
各
辺
の
右
側
に
位
置
し
、
対
応
す
る
図
像
と
方
格
の
角
を

は
さ
ん
で
向
き
合
う
配
置
と
な
り
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
四
神
と
対
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
四
神
の
一
部
が
欠
け
て
別
の

　
　
　
　
　
　
　
要
す
る
に
、
文
様
が
精
緻
で
固
定
的
な
配
置
を
と
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
者
を
八
像
対
角
配
置
、
後
者
を
八
像
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前漢鏡の編年と様式（岡村）

騨
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塑
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熊
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．
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図12方格規矩四神鏡（1：1式
　4：W式径18，8cm）

径15．5cm，2＝H式　径16．2cm，3：班式　径18．5cm，

つ
い
て
は
、
鋸
歯
文
帯
と
複
線
波
文
帯

と
の
二
重
の
文
様
帯
か
ら
な
る
鋸
歯
文

b
（
同
一
4
）
と
、
そ
の
外
側
に
鋸
歯
文

を
加
え
た
鋸
歯
文
a
（
同
1
3
）
と
に
分

け
る
。

　
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
分
類
に
お
い
て

は
、
周
縁
文
様
を
基
準
に
し
、
四
型
式

に
分
け
る
。

　
方
格
規
矩
四
神
鏡
－
式
（
図
一
二
i

1
）
　
周
縁
文
様
が
素
月
の
も
の
。
鉦

座
は
四
葉
文
。
が
多
く
、
ほ
か
に
簡
素

文
な
ど
が
あ
り
、
多
様
で
あ
る
。
主
文

は
四
像
動
物
文
が
多
い
が
、
八
難
自
由

配
置
、
渦
文
も
存
在
す
る
。
　
一
般
に
乳

は
四
個
で
、
素
躍
b
、
四
葉
文
b
を
も

つ
。
銘
文
を
も
つ
場
合
は
、
字
体
i
に

よ
る
銘
文
F
・
H
を
い
れ
る
。
面
径
は

ぱ
ら
つ
き
が
大
き
く
、
八
一
～
九
㎝
。

　
方
格
規
矩
三
神
鏡
－
式
（
図
＝
一
i
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2
）
　
周
縁
文
様
が
一
帯
文
の
も
の
。
鉦
座
に
新
た
に
輻
射
文
b
、
乳
帯
封
が
加
わ
る
。
主
文
は
八
縁
動
物
文
が
増
加
し
、
自
由
配
置
を
と
る
。

い
わ
ゆ
る
博
文
が
出
現
す
る
。
乳
は
依
然
四
個
が
中
心
で
あ
る
。
円
座
乳
が
出
現
す
る
。
銘
文
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
字
体
k
が
響
動
な

が
ら
出
現
す
る
。
面
径
は
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
八
－
二
〇
㎝
。

　
方
格
規
矩
四
神
鏡
皿
式
（
図
＝
下
3
）
　
周
縁
文
様
が
獣
文
、
唐
草
文
、
流
諺
文
へ
、
鋸
歯
文
a
・
b
の
も
の
。
周
縁
文
様
の
種
類
と
装
飾

性
が
豊
か
に
な
る
段
階
で
あ
る
。
鉦
座
は
、
輻
射
文
b
、
乳
帯
文
が
多
く
、
新
た
に
十
二
上
文
b
が
出
現
す
る
が
、
四
葉
文
。
は
み
ら
れ
な
く

な
る
。
主
文
は
八
像
自
由
配
置
が
主
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
四
像
、
い
わ
ゆ
る
博
文
、
田
文
も
存
在
す
る
。
乳
は
八
個
が
一
般
的
と
な
り
、
円
座
、

四
葉
文
b
、
輻
射
文
、
連
弧
文
な
ど
多
様
に
な
る
。
銘
文
は
字
体
k
が
中
心
で
、
若
干
の
字
体
1
が
出
現
す
る
。
銘
文
M
が
多
く
、
ほ
か
に
銘

文
1
・
k
・
o
な
ど
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
新
た
に
出
現
し
た
銘
文
で
あ
る
。
飴
興
は
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
一
〇
－
二
二
㎝
。

　
異
格
規
矩
四
神
鏡
y
式
（
図
＝
T
4
）
　
周
縁
に
流
古
文
ら
を
も
つ
も
の
。
黙
座
は
十
二
論
文
a
・
b
、
主
文
は
八
手
対
角
配
置
に
か
わ
り
、

八
個
の
円
座
ま
た
は
連
弧
泌
乳
を
も
つ
。
す
べ
て
に
銘
文
が
存
在
し
、
字
体
1
に
よ
る
銘
文
K
・
L
・
N
を
い
れ
る
ほ
か
、
銘
文
M
も
若
干
存

在
す
る
。
面
径
は
一
六
一
二
三
c
皿
と
大
型
で
あ
る
。
多
様
な
巫
式
と
は
反
対
に
、
精
緻
で
あ
る
が
定
型
化
し
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
し
て
取
り

あ
げ
ら
れ
る
代
表
的
な
型
式
で
あ
る
。

　
以
上
の
型
式
分
類
か
ら
改
め
て
単
位
文
様
の
主
要
な
変
化
を
み
て
お
こ
う
。
方
格
連
座
に
方
位
を
あ
ら
わ
し
た
方
響
規
矩
四
神
鏡
だ
け
に
特

徴
的
な
十
二
置
文
は
、
皿
式
に
始
め
て
出
現
し
、
W
式
に
は
独
占
的
な
鷲
座
文
様
と
し
て
定
着
す
る
。
主
文
は
、
最
初
は
四
像
が
中
心
で
、
次

第
に
八
像
に
比
重
が
移
っ
て
い
く
が
、
I
l
皿
式
で
は
図
像
と
そ
の
配
置
が
流
動
的
で
多
様
性
に
富
ん
で
い
た
。
W
式
に
な
る
と
四
神
が
不
可

欠
の
図
像
と
な
り
、
鉦
座
の
十
二
支
が
確
立
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
八
像
対
角
配
置
に
固
定
し
、
小
獣
や
渦
文
な
ど
で
空
間
を
充
填
し
た
最
も

優
美
な
文
様
に
発
展
す
る
。
ま
た
こ
の
変
化
に
対
応
し
て
乳
の
数
が
四
個
か
ら
八
個
に
増
え
、
そ
の
文
様
も
皿
式
に
い
た
っ
て
最
も
多
様
化
す

る
が
、
W
式
に
な
る
と
円
座
と
連
弧
文
の
両
種
に
絞
ら
れ
る
。
周
縁
文
様
も
同
様
な
装
飾
化
、
多
様
化
と
、
最
後
に
は
定
型
化
の
変
遷
を
示
し
、

こ
れ
ら
単
位
文
様
の
変
化
は
一
連
の
動
き
と
し
て
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

26　（686）



前漢鏡の編年と様式（岡村）

　
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
銘
文
M
に
「
新
有
善
銅
」
、
　
銘
文
N
に
「
王
氏
作
鏡
四
夷
服
多
賀
新
家
人
民
息
」
と
あ
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
、
そ
の
鏡
が
王
奔
代
に
製
作
さ
れ
た
と
考
証
さ
れ
、
時
に
「
王
三
二
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
銘
文
N
を
も
つ
「
里
馬
鏡
」

は
主
文
が
複
雑
精
緻
で
銘
文
も
完
備
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
　
「
新
有
善
銅
」
銘
を
も
つ
鏡
は
銘
文
、
主
文
と
も
に
簡
略
化
し
て
お
り
、
王
室
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

新
を
否
定
し
た
後
漢
時
代
に
な
っ
て
も
「
占
有
」
の
銘
文
を
借
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
字
体
を
み
れ
ば
、
銘
文
M
の
多
く
は
字
体
k
に
よ
る
か
ら
、
字
体
1
に
よ
る
銘
文
N
よ
り
新
し
い
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
主
文
は
む

し
ろ
逆
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
改
め
て
右
の
型
式
分
類
に
よ
っ
て
再
検
討
を
加
え
る
と
、
銘
文
N
は
y
式
に
限
ら
れ
、
「
新
有
善
銅
」

銘
は
皿
式
と
y
式
と
に
ま
た
が
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
銘
文
N
を
も
つ
W
式
を
王
古
代
に
比
定
す
る
な
ら
ば
、
　
「
新
有
善
銅
」
銘
は
そ

れ
に
後
出
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
後
漢
時
代
に
お
け
る
借
用
と
考
え
る
必
要
が
な
い
ば
か
り
か
、
銘
文
か

ら
い
う
「
王
宝
鏡
」
は
そ
の
ま
ま
王
古
代
の
製
作
と
認
め
ら
れ
、
方
格
規
短
四
神
鏡
面
・
W
式
の
製
作
年
代
は
、
そ
の
う
ち
に
王
葬
代
を
含
ん

で
い
る
と
理
解
し
う
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
銘
文
M
の
初
句
は
「
漢
有
善
銅
」
で
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
漢
」
は
前
漢
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
後
漢
な
の
か
。
右

の
型
式
分
類
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
　
「
漢
有
善
銅
」
銘
の
鏡
は
す
べ
て
m
式
に
含
ま
れ
る
。
W
式
が
王
葬
代
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
は
前
漢
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
前
漢
の
「
漢
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
皿
式
の
一
部
は
王
盛
代
に
お
よ
ぶ
の
で
、

皿
式
は
前
漢
末
か
ら
王
葬
代
、
y
式
は
王
葬
代
は
そ
の
始
ま
り
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
到
達
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
紀
年
鏡
に
は
、
巫
式
に
属
す
る
始
建
国
天
幕
二
年
（
一
〇
年
）
鏡
が
あ
り
、
い
ま
推
定
し
た
年
代
観
に
符
濾
し
て
い
る
。

　
方
格
規
短
四
神
鏡
皿
・
y
式
の
年
代
が
こ
の
よ
う
に
決
ま
る
と
、
そ
れ
に
先
行
す
る
一
・
豆
式
は
、
ほ
ぼ
前
一
世
紀
後
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

異
体
字
銘
帯
鏡
と
時
期
の
上
で
重
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
単
位
文
様
で
併
行
関
係
を
確
認
し
て
お
く
と
、
一
・
豆
式
に
存
在
し
た
毒
煙
の

四
葉
文
。
お
よ
び
銘
文
F
・
H
、
字
体
i
は
、
異
体
字
銘
帯
鏡
V
・
W
式
に
も
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
周
縁
文
様
で
は
、
異
体
字
銘
帯

鏡
W
式
に
凹
舞
文
・
鋸
歯
文
b
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
方
格
規
短
四
神
鏡
π
・
一
式
に
対
応
す
る
。
と
く
に
異
体
字
銘
黒
灰
W
式
に
属
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す
る
居
摂
元
年
（
後
六
年
）
鏡
は
、
周
縁
に
鋸
歯
文
b
を
も
つ
点
で
方
格
規
矩
四
神
鏡
皿
式
に
対
応
し
、

嘉
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
A
方
格
規
矩
四
神
鏡
Σ
・
H
式
が
異
体
字
銘
帯
鏡
V
式
と
併
行
し
、

銘
帯
鏡
W
式
と
併
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
り

推
定
し
た
絶
対
年
代
の
上
で
も
全
く
矛

方
格
規
矩
四
神
鏡
H
・
皿
式
が
異
体
字
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2
　
獣
帯
鏡
・
醜
龍
文
鏡

　
獣
帯
鏡
は
、
岡
心
歯
状
に
豪
華
文
を
分
割
し
、
主
文
の
動
物
文
が
回
転
性
を
も
っ
て
め
ぐ
る
鏡
で
あ
る
。
主
文
の
袋
現
な
ど
に
方
格
規
矩
四

神
鏡
と
の
共
通
性
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、
型
式
分
類
で
は
、
そ
れ
と
同
様
に
周
縁
文
様
を
基
準
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
周
縁
文
様
が
無
文
の
も
の

を
1
式
（
図
；
丁
－
）
、
凹
心
々
の
も
の
を
∬
式
（
同
1
2
）
、
二
重
の
文
様
帯
か
ら
な
る
多
様
な
周
縁
文
様
を
も
つ
皿
式
（
同
1
3
）
に
分
け
る
。

そ
し
て
周
縁
文
様
の
共
通
性
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
方
丘
規
矩
四
神
鏡
の
一
・
豆
・
皿
式
に
併
行
す
る
も
の
と
考
え
る
。
獣
帯
鏡
の
鉦
座
、
乳
、
銘

文
な
ど
の
単
位
文
様
の
分
析
の
方
法
は
、
絵
鑑
規
矩
四
神
鏡
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
た
め
、
繁
を
避
け
省
略
し
た
い
。

　
趣
龍
文
鏡
は
、
細
線
表
現
に
よ
る
逆
S
字
形
の
趣
龍
文
を
四
個
の
乳
の
間
に
配
置
す
る
鏡
で
あ
る
。
一
般
に
門
油
墨
を
も
ち
、
素
文
の
周
縁

と
な
る
。
銘
文
を
も
た
な
い
。
型
式
分
類
に
つ
い
て
〈
樋
口
古
鏡
〉
は
、
主
文
の
逆
S
字
形
に
付
属
す
る
動
物
文
と
鉦
座
文
様
と
を
基
準
に
三

型
式
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
分
類
に
従
っ
て
、
趣
満
文
の
内
外
に
虎
・
龍
な
ど
を
配
し
、
連
珠
文
な
い
し
は
四
葉
文
。
鋸
座
を
も
つ
も
の
を
1

式
（
図
一
三
1
4
）
、
越
龍
馬
の
内
外
に
整
っ
た
小
鳥
を
お
き
、
輻
射
文
a
鉦
座
を
も
つ
も
の
を
A
式
（
同
i
5
）
、
小
鳥
が
簡
略
に
な
り
、
輻
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

文
b
鉦
座
を
も
つ
も
の
を
B
式
（
同
1
6
）
と
す
る
。
鉦
座
文
様
の
変
化
に
伴
な
っ
て
主
文
に
付
属
す
る
文
様
が
退
化
し
た
と
考
え
る
わ
け
で
あ

る
。
ま
た
こ
れ
は
同
時
に
面
径
の
縮
小
化
と
も
相
関
し
て
い
る
。

　
題
請
文
鏡
と
他
鏡
式
と
の
併
行
関
係
は
、
鉦
座
文
様
し
か
共
有
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
確
実
を
期
し
難
い
が
、
憩
龍
文
鏡
王
式
の
四
葉

文
。
鉦
座
は
正
格
規
矩
四
神
鏡
1
・
H
式
に
存
在
し
、
題
属
文
鏡
B
式
の
輻
射
文
b
は
二
恩
規
短
四
神
鏡
豆
式
に
出
現
し
皿
式
に
盛
行
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

と
か
ら
、
醜
龍
文
鏡
I
l
B
式
は
方
格
規
矩
二
神
鏡
1
1
皿
式
に
併
行
す
る
も
の
と
推
測
す
る
。



前漢鏡の編年と様式（岡村）
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編

繋鍵謹，

図13獣帯鏡（1：1式径18．8c・n，2＝ll式径16・lcm，3：皿式径18．4cm），趣龍
文鏡（4：1式径10・5cm，5：ll　A式径11．4cm，6：UB式径8．7cm）
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①
四
神
が
完
全
で
な
い
も
の
、
申
文
だ
け
か
ら
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
総

　
称
と
し
て
短
評
規
矩
鏡
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
文
様
に
対
す
る

　
名
称
で
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
適
切
と
は
い
え
な
い
。
蠕
論
文
鏡
の
な
か
に
も
方

　
格
鉦
座
と
規
矩
二
を
も
つ
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
慣
例
に
従
が
っ

　
て
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
名
称
を
用
い
る
。

②
　
富
岡
謙
蔵
　
第
一
章
注
①
。

③
　
山
越
茂
「
方
格
規
矩
四
神
鏡
考
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
総
九
三
・
九
五
・

　
九
六
、
一
九
七
四
年
）
。

④
　
藤
丸
三
八
郎
「
方
格
規
短
四
神
鏡
の
研
究
」
（
『
考
古
学
論
考
　
小
林
行
雄
博
士

　
古
稀
記
念
論
文
集
』
、
東
京
、
一
九
八
二
年
）
。

⑥
四
神
と
他
の
獣
と
の
組
合
せ
お
よ
び
そ
の
配
置
に
つ
い
て
最
初
に
注
意
し
た
の

　
は
鈴
木
博
司
で
あ
る
（
「
『
守
屋
孝
蔵
蒐
集
方
格
規
矩
四
神
鏡
図
録
』
、
　
京
都
、

　
一
九
六
九
年
）
。
　
鈴
木
は
そ
の
な
か
で
、
各
組
を
方
格
の
辺
に
沿
っ
て
平
列
す
る

　
方
法
が
、
方
響
の
角
を
は
さ
ん
で
吐
く
よ
り
古
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

⑥
富
岡
謙
蔵
注
②
。
し
か
し
高
橋
健
自
が
「
王
氏
作
党
」
の
銘
文
を
も
つ
神
獣

　
鏡
や
画
象
鏡
ま
で
王
葬
代
の
も
の
と
し
た
（
「
密
葬
時
代
の
鏡
に
就
い
て
」
『
考
古

　
学
雑
誌
』
第
九
巻
第
一
二
号
、
一
九
一
九
年
）
の
は
拡
大
解
釈
で
あ
る
。
梅
原
朱

　
治
の
批
判
す
る
よ
う
に
、
　
「
王
氏
作
寛
…
…
多
賀
國
家
」
な
ど
の
銘
文
は
必
ず
し

　
も
王
葬
代
と
は
い
え
な
い
（
「
所
謂
王
葬
鏡
に
就
い
て
の
疑
問
」
『
考
古
学
雑
誌
』

　
第
　
○
巻
第
三
号
、
一
九
一
九
年
）
。

⑦
樋
口
隆
康
第
二
章
注
②
。

⑧
　
梅
原
末
治
　
第
四
章
注
④
図
版
一
。
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六
　
時
期
区
分
と
様
式

　
二
〇
〇
年
余
り
に
お
よ
ぶ
前
漢
代
の
各
鏡
式
の
型
式
分
類
の
編
年
、
鏡
式
問
の
相
対
編
年
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
主
に
単
位
文
様
の
共

有
関
係
に
よ
っ
て
鏡
式
間
の
相
対
編
年
を
組
立
て
た
が
、
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
、
漢
墓
に
お
け
る
鏡
ど
う
し
の
共
伴
関
係
を
検
討
し
て
み

た
（
七
一
）
。
管
見
に
お
よ
ん
だ
四
九
例
の
過
半
数
が
文
様
か
ら
組
立
て
た
編
年
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
関
係
を
示
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

お
こ
な
っ
た
編
年
が
ほ
ぼ
検
証
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
な
か
に
厳
密
な
意
味
で
の
一
括
遣
物
で
は
な
い
例
が
含
ま
れ
る
た
め
、
今

後
の
確
実
な
資
料
の
増
加
と
、
そ
れ
に
よ
る
補
訂
が
望
ま
れ
る
の
は
言
を
育
た
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
編
年
を
認
め
た
上
で
、
前
漢
鏡
を
特
徴
的
な
鏡
式
を
基
準
に
大
き
く
四
期
に
区
分
す
る
（
表
二
）
。
第
一
期
は
幡
蟷
文
鏡
を
中
心

と
し
、
以
後
の
各
階
は
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
期
は
草
葉
文
鏡
、
第
三
期
は
異
体
字
銘
肝
鏡
、
第
四
期
は
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
出
現
を
画
期
と
す
る
。

絶
対
年
代
を
み
る
と
、
第
一
期
が
前
二
世
紀
前
半
、
第
二
期
が
前
二
世
紀
後
半
、
第
三
期
が
前
｝
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
、
第
四
期
が
前
一
世
紀

後
葉
か
ら
一
世
紀
前
葉
、
と
い
う
よ
う
に
各
時
期
が
ほ
ぼ
等
し
く
五
〇
年
余
り
の
階
間
幅
を
も
っ
て
い
る
。



前漢鏡の編年と様式（岡村）

表1鏡．の共伴関係

diMnvlieq－sLeLnd－asLwwwwLutiL
安徽阜単粒古堆M2
河南洛陽29区M345

山西太原東大墜墓

雲南晋黒石塞山M1
河南新安鉄門鋏M37

江西南昌東郊M14
河南洛陽老鴬西北郊M81
江蘇銅山小亀山塞

四州成都羊子山M3G
四川成都羊子山M119

河ゴヒ懐安；iヒ暮暮城M6

江蘇連雲港霊長墓

陳西威陽馬泉墓

江蘇露量斎場M3
遼寧旅大営城子M25
河南淡陽金谷園車姑M11
江蘇連雲港綱唖庄墓

安徽天長M3
安徽天長M4
湖北光化M5
広東広州M2029
江蘇葉隠胡揚M5
河南洛陽焼溝M138
遼寧旅大営誠子M1
河南洛陽焼溝M41
河南洛陽焼溝M59B
河南洛陽30工区M14
河南洛陽西郊M3006

江蘇儀三石二村M2
江蘇轟轟三羊激M1

安徽蕪隠謀家園M2
河南洛陽焼溝M632

河」ヒ懐安M1

江蘇東陽露胎東陽M7

広西含浦健康M2
湖南長沙五里牌M12
二言洛陽二二M1028A
湖南長沙伍家出M211
河南洛陽字送出端

棚卸長沙楊家山M304
湖南長沙湯家嶺M1
湖南長沙黒門門M2
陳西千陽漢墓
江蘇ヨ子章台東陽M4

河南洛陽焼津M38A
河南洛陽焼溝M1005
湖南長沙黄土嶺M51

河南洛陽西郊M3079
湖南長沙黄闇闇M5

1
P
⊇
1
1
2
2
1
～
～
2
2
1
1
1
2
2
1
1
P
2
2
1
2
2
2
3
2
2
3
2
3
2
2
2
P
2
2
2
2
1
P
2
2
2
1
P
2
～

　
　
×
A
B
B
B
×
　
　
　
　
×
X
×
X
×
×
X
×
×
　
　
　
×
　
　
　
X
　
　
　
X
×
X
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

I
I
I
∬
H
H
π
1
亙
－
且
H
皿
真
向
皿
皿
皿
皿
温
血
皿
皿
血
盟
皿
皿
盛
皿
皿
皿
W
V
V
V
V
V
V
V
I
H
狂
H
紅
丑
鼠
置
皿
正

蟻
蜻
草
草
草
草
草
葺
蟷
虚
無
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
異
方
方
方
方
方
方
方
方
獣
魑

tw　ll

渦H

璃1
星玉×2
渦皿

異H
異V

　
ヨ
　
　
　
ロ

星
星
星
星

雨it

異w
異V
方町

方H×2
方匿

獣韮

魑HA
n］　ll　A

異V
異V

方1
方ll

方H

趣HA
魑1
獣二

部H

獣H
魑丑A
越1

獣1

魑丑A

魑丑A

魑且B

毯1

文物78－8

洛陽出土古鏡

文物62－4・5

考古学報56－1

考古学報59－2

考古学報76－2

考古64－8

文物73－4

考古通訊55－6

四川省出土鋼鏡

万安北沙子

考古74－3

考古79－2

文物80－3
考古学幸畏58－4

文物83－4

考古63－6

考古79－4

考古79－4
考古学幸艮76－2

広州漢墓

文物81－11

洛陽焼上之墓

考古学青目58－4

洛陽出土古鏡

洛陽焼溝漢墓

文物参考資料55－10

考古学報63－2

考古66－1

考古64－8

考古学報83－3

洛陽焼溝上墓

万安北沙城

考古79－5

文物資料叢刊4

文物60－3

洛陽二二漢墓

長沙発掘報告

文物7卜6
考古学集刊1

考古66－4

湖南出土銅鏡図録

考古75－3

考古79－5

洛陽焼溝漢墓

洛陽焼溝漢墓

湖南出山銅鏡図録
考古学報63－2

考古通訊56－6

　鏡式名は頭文宇で表示した。
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表2前漢鏡の編年

BC　AD50
P

0
（
）
1

10
5
－

1代年

4321

　
墨
猛
B

　
　
　
ユ

M
　
　
A

　
ロ
　
ロ

V
　
　
　
皿

H

ll　m1

I

ll　A

f
i

亘B
l
l
I

皿
　
　
　
I
　
I

∬1

時　　期

蟻芸文鏡
渦状魑文鏡

草葉文鏡
蟷龍文鏡
星雲文鏡
異体字銘四鏡
方格規矩四神姦

臣　帯　鏡

魑龍文鏡

　
1
文
　
　
様

　
四
期
に
時
期
区
分
を
お
こ
な
っ
た
各
時
期
の
鏡
の
文
様
の
特
微
と
、
併
行
す
る
鏡
相
互

の
文
様
上
の
関
係
や
系
譜
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
第
一
期
　
蠕
本
文
鏡
1
・
H
式
の
段
階
で
あ
る
。
蝿
三
文
鏡
に
用
い
ら
れ
た
三
弦
鉦
、

ヒ
面
革
、
地
文
は
戦
国
鏡
の
主
要
な
要
素
で
あ
り
、
賭
蟷
文
鏡
の
出
現
も
戦
国
時
代
末
に

さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
伝
統
が
強
く
残
っ
て
い
る
時
期
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
主
文
の
幡
魚
文
は
、
頭
や
爪
な
ど
部
分
的
に
写
実
的
な
表
現
が
認
め
ら

れ
る
け
れ
ど
も
、
体
躯
全
体
は
細
い
帯
状
の
連
鎖
曲
線
に
抽
象
化
し
、
そ
の
た
め
に
奇
怪

か
つ
神
秘
的
な
印
象
さ
え
与
え
て
い
る
。

　
幡
嫡
文
鏡
－
式
に
用
い
ら
れ
た
「
脩
相
思
」
で
始
ま
る
銘
文
へ
の
考
証
か
ら
、
そ
れ
が

准
河
流
域
で
の
製
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
こ
の
型
式
も
含
め

て
第
二
期
の
幡
添
文
鏡
の
出
土
地
を
調
べ
る
と
、
分
布
の
密
度
は
濫
河
流
域
、
長
沙
お
よ

び
広
州
周
辺
に
高
く
、
全
体
的
に
南
方
に
偏
っ
て
い
る
。

　
製
作
地
と
分
布
が
こ
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
文
様
に
戦
国
鏡
の
伝
統
が
強
く
あ
ら
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
を
真
正
の
「
漢
様
式
」
と
認
め
る
こ
と
に
は
躊
躇
を
感

じ
る
。
従
来
こ
う
し
た
幡
鉄
心
鏡
を
「
戦
国
式
鏡
」
に
分
類
し
て
い
た
の
も
決
し
て
故
な

し
と
し
な
い
。
年
代
の
上
か
ら
み
る
と
、
前
一
五
四
年
に
勃
発
し
た
痛
楚
七
国
の
乱
の
前

夜
に
相
当
し
、
地
域
的
に
も
そ
の
動
乱
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
漢
が
文
化
的
に
統
一
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前漢鏡の編年と様式（岡村）

さ
れ
る
前
の
段
階
の
様
相
を
示
し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
た
い
。

　
第
二
期
　
草
葉
文
鏡
の
出
現
を
画
期
と
す
る
。
草
葉
文
鏡
は
、
純
粋
な
植
物
文
様
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
龍
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
幡
蟷
文
鏡

と
は
明
確
な
対
照
を
な
す
ば
か
り
か
、
戦
国
鏡
の
主
要
な
要
素
で
第
一
期
に
も
受
け
継
が
れ
た
地
文
を
取
り
い
れ
ず
、
三
弦
鉦
や
ヒ
面
縁
に
か

わ
る
獣
鉦
や
半
球
鐙
、
連
弧
文
縁
を
多
用
す
る
な
ど
、
所
与
の
鏡
と
は
別
の
、
全
く
新
し
い
意
匠
を
も
っ
て
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
同
時
に
第
一
期
の
幡
魚
文
鏡
の
系
譜
を
ひ
く
鏡
が
存
在
す
る
。
一
つ
は
直
系
と
も
い
う
べ
き
幡
外
文
鏡
歯
式
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
渦
状
題

文
鏡
へ
と
簡
略
化
し
て
い
く
系
統
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
系
統
の
鏡
が
、
三
弦
鉦
、
ヒ
喪
亡
、
地
文
と
い
っ
た
戦
国
鏡
以
来
続
い
て
き
た
要
素
を

と
ど
め
る
の
に
対
し
、
蠣
龍
文
鏡
へ
と
発
展
し
た
も
う
一
つ
の
系
統
で
は
、
龍
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
点
で
蟻
蟷
文
鏡
の
系
譜
を
ひ
く
が
、
獣
鉦

や
半
球
鉦
、
睡
夢
雨
縁
を
も
ち
、
地
文
を
失
な
っ
て
い
る
点
で
む
し
ろ
草
葉
文
鏡
に
近
い
。
主
文
の
嫡
証
文
が
真
に
せ
ま
っ
た
躍
動
的
な
表
現

で
あ
る
こ
と
も
、
他
の
二
系
統
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
一
期
の
蝿
嫡
文
鏡
か
ら
三
系
統
の
鏡
が
生
み
だ
さ
れ
、
そ
の
変
化
の
あ
り
方
は
実
に
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
モ
チ
ー
フ
の
対

照
的
な
草
葉
文
鏡
も
含
め
て
こ
の
時
期
の
鏡
は
、
い
ず
れ
も
が
互
い
に
単
位
文
様
を
共
有
し
て
有
機
的
に
関
連
し
、
孤
立
し
た
鏡
は
ひ
と
つ
と

し
て
存
在
し
な
い
。
多
様
な
な
か
に
も
文
様
の
上
で
あ
る
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
時
期
の
特
色
が
あ
る
。

　
草
葉
文
鏡
が
戦
国
鏡
の
要
素
を
払
拭
し
、
文
様
の
上
で
確
立
し
た
漢
鏡
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
分
布
の
上
で
も
地
域
的
な
枠

か
ら
脱
却
し
、
中
国
の
南
北
に
広
い
拡
が
り
を
み
せ
る
。
草
葉
文
鏡
の
み
な
ら
ず
、
幡
魚
文
鏡
の
系
譜
を
ひ
く
渦
状
迭
文
鏡
も
同
様
に
、
北
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

遼
寧
・
内
蒙
古
か
ら
南
は
広
東
ま
で
広
い
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
鏡
の
製
作
地
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
を
残
す
が
、
地
域
的
な
偏

り
が
ほ
ぼ
解
消
し
、
文
様
の
上
で
多
様
性
の
な
か
に
も
相
互
に
有
機
的
な
連
関
が
認
め
ら
れ
る
背
景
に
、
前
漢
中
期
、
武
帝
代
の
政
治
や
社
会

が
安
定
し
活
況
を
呈
し
た
情
勢
が
文
化
に
も
反
映
し
、
広
汎
な
ま
と
ま
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
第
三
期
　
異
体
字
銘
帯
鏡
の
出
現
を
画
期
と
す
る
。
異
体
字
銘
一
算
は
、
銘
文
と
幾
何
学
的
な
文
様
が
中
心
の
、
簡
潔
に
し
て
清
楚
な
文
様

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
異
体
字
銘
帯
鏡
全
般
を
通
じ
て
、
銘
文
巴
そ
の
字
体
な
ど
に
細
か
な
変
化
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
除
き
、
そ
の
定
型
化
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し
た
文
様
お
よ
び
文
様
構
成
を
固
く
維
持
し
続
け
た
。
し
か
も
、
第
三
期
の
早
い
段
階
ま
で
星
雲
群
鏡
が
残
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
多
様
な
鏡

式
が
併
存
し
た
第
二
期
と
は
対
照
的
に
、
異
体
字
銘
帯
解
を
主
流
と
し
た
極
め
て
画
一
的
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
期
　
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
い
う
新
し
い
意
匠
を
も
つ
鏡
の
創
出
が
画
期
と
な
る
。
細
線
に
よ
る
動
物
文
を
主
体
と
す
る
こ
と
、
そ
の
動

物
文
が
写
実
的
か
つ
躍
動
的
で
あ
る
こ
と
、
装
飾
性
に
富
む
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
り
、
異
体
字
銘
工
芸
の
蘭
一
性
か
ら
ぬ
け
出
し
た
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
力
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
桜
雲
規
矩
四
神
鏡
の
最
も
主
要
な
文
様
で
あ
る
四
神
文
は
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
創
出
と
同
時
に
受
容
さ
れ
た
が
、
四
神
文
が
確
立
し
た
の

は
W
式
の
段
階
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
は
、
四
神
の
一
部
が
別
の
獣
と
交
替
し
た
り
、
四
神
が
そ
の
示
す
方
位
と
一
致
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
い
流
動
的
な
配
置
を
と
る
な
ど
、
か
な
り
混
乱
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
鉦
座
に
十
二
支
の
銘
文
が
あ
ら
わ
れ
て
方
位
が
確
定
し
、
　
「
左
龍
右

虎
掌
四
方
　
朱
雀
玄
武
順
陰
陽
（
銘
文
M
）
」
と
い
う
役
割
が
四
神
に
期
待
さ
れ
始
め
た
の
は
皿
式
の
段
階
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
四
神
を
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
自
由
に
寄
り
集
ま
り
、
た
わ
む
れ
る
世
界
で
あ
っ
た
。
y
式
す
な
わ
ち
王
葬
代
に
い
た
っ
て
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
、
四

神
と
十
二
支
と
に
よ
る
約
束
が
固
定
し
、
ま
た
主
文
に
空
間
充
填
文
と
し
て
小
獣
や
竪
文
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
付
加
し
て
、
最
高
の
優
美
を
誇

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
動
物
文
を
主
文
と
す
る
獣
帯
鏡
は
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
ほ
ぼ
同
階
に
創
出
さ
れ
た
。
そ
の
鉦
鼓
は
円
圏
を
な
し
、
そ
の
構
成
上
、

方
位
に
よ
る
束
縛
が
な
い
た
め
、
四
神
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
鉦
座
の
外
側
を
回
転
性
豊
か
に
と
り
ま
き
、
そ
の
自
由
な
あ
り
さ
ま
は

方
格
規
短
四
神
鏡
I
I
皿
式
の
段
階
に
共
通
す
る
。

　
い
っ
ぽ
う
こ
の
時
期
に
は
異
体
字
調
帯
鏡
が
ひ
き
続
き
存
在
し
、
新
た
に
魑
差
文
鏡
が
出
現
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
方
格
規
矩
二
神
鏡
や
獣

帯
鏡
と
単
位
文
様
を
共
有
し
、
有
機
的
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
異
体
字
銘
帯
鏡
は
、
動
物
文
を
主
体
と
す
る
霊
芝
規
矩
四
神
鏡
や
獣

帯
鏡
と
は
文
様
が
異
質
で
あ
り
、
ほ
ど
な
く
衰
退
、
消
失
し
て
し
ま
う
。
ま
た
題
龍
文
鏡
は
、
細
線
表
現
の
動
物
文
を
主
文
と
す
る
点
で
方
格

規
矩
四
神
鏡
や
獣
帯
鏡
に
類
似
し
た
特
徴
を
も
つ
が
、
単
純
な
文
様
構
成
を
と
り
、
一
貫
し
て
言
文
縁
と
な
る
特
微
は
む
し
ろ
異
体
掌
銘
露
量
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に
近
く
、
同
様
に
退
化
の
経
過
を
た
ど
っ
て
、
ほ
ど
な
く
消
失
に
む
か
っ
て
い
る
。

　
画
一
的
な
第
三
期
と
は
反
対
に
、
第
四
期
は
再
び
鏡
式
が
多
様
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
綱
線
表
現
の
動
物
文
が
大
い
に
愛
好
さ
れ
た
時
期
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

前漢鏡の編年と様式（岡村）

　
2
　
銘
　
　
　
文

　
漢
代
の
銅
容
器
や
漆
器
な
ど
の
銘
文
が
実
用
的
な
目
的
で
刻
ま
れ
た
の
と
対
照
的
に
、
鏡
の
銘
文
は
韻
文
の
形
態
を
と
り
、
そ
こ
に
は
人
々

の
感
情
や
意
識
が
濃
厚
に
鋳
だ
さ
れ
て
い
る
。
鏡
の
銘
文
を
分
析
す
れ
ば
、
文
様
や
図
像
な
ど
よ
り
ず
っ
と
直
接
的
に
製
作
者
や
社
会
の
意
識

な
り
思
潮
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
前
章
ま
で
は
銘
文
を
編
年
の
一
要
素
と
し
て
扱
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
前
漢
鏡
の
四
期
区
分
に
従
っ
て
銘
文
の
意
味
内
容
の
変
化
を
把
握

し
、
鏡
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
意
識
の
変
動
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
て
み
た
い
。

　
第
一
期
　
鏡
に
始
め
て
銘
文
が
出
現
し
た
。
銘
文
を
も
つ
例
は
多
く
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
な
が

　
　
脩
く
相
思
ふ
　
相
忘
る
る
こ
と
母
ら
ん
　
常
楽
未
だ
央
き
ず
（
銘
文
馬
）

と
い
う
吉
祥
句
で
願
望
を
表
現
し
て
い
る
。

　
第
二
期
　
銘
文
A
・
B
な
ど
第
一
期
末
に
続
い
て
願
望
を
表
現
し
た
吉
祥
的
な
銘
文
が
存
在
し
、

　
　
日
に
喜
び
あ
り
　
酒
食
に
宜
し
　
長
く
貴
富
に
し
て
　
楽
し
み
て
事
舞
し
（
銘
文
恥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
よ
う
な
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
楽
天
的
な
姿
勢
を
鮮
明
に
打
ち
だ
し
た
銘
文
が
流
行
す
る
。
鏡
に
そ
う
い
っ
た
現
実
的
な
快
楽
を
も
た
ら
す
力
が

あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
期
　
銘
文
C
・
D
・
E
・
G
が
流
行
す
る
。
や
や
難
解
な
語
句
も
あ
る
が
、
そ
の
大
意
を
み
る
と
、
銘
文
D
は
「
い
さ
ぎ
よ
い
気
持
ち

で
君
に
つ
か
え
て
い
た
の
に
邪
魔
が
は
い
っ
て
容
れ
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
霊
泉
を
慕
っ
て
去
る
が
、
永
く
思
い
だ
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
も
の
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⑥

で
あ
り
、
銘
文
E
は
「
臼
月
の
よ
う
に
清
い
心
で
忠
を
願
っ
て
も
邪
魔
が
は
い
っ
て
通
じ
な
い
」
と
ほ
ぼ
似
た
内
容
を
表
現
し
て
い
る
。
曇
っ

た
ま
ま
顧
み
ら
れ
な
い
で
い
る
鏡
に
仮
託
し
て
正
義
に
立
つ
者
の
受
難
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
体
・
語
句
と
も
に
『
楚
辞
』
離
騒
に
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

似
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
失
意
の
悲
し
み
を
想
起
さ
せ
る
、
と
い
う
指
摘
は
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
期
の
楽
天
的
な
姿
勢
と
相
反
す

る
、
こ
の
よ
う
な
悲
哀
に
み
ち
寂
蓼
感
に
あ
ふ
れ
た
銘
文
が
流
行
し
た
背
景
を
考
え
た
場
合
へ
単
に
繋
辞
文
学
が
流
行
、
整
理
さ
れ
た
時
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
っ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
憂
愁
の
思
い
を
あ
ら
わ
し
た
異
体
字
銘
帯
鏡
が
、
簡
潔
清
楚
な
文
様
を
も
ち
、
鏡
式

の
多
様
性
に
乏
し
い
画
一
的
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
時
、
そ
こ
に
禁
欲
的
態
度
を
重
ん
じ
る
厳
し
い
精
神
が
社
会
の
深
い
関

心
を
呼
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
早
く
第
二
期
末
に
徴
候
が
あ
ら
わ
れ
、
た
と
え
ば
草
葉
文
鏡
の

　
　
秋
風
起
り
　
予
が
志
悲
し
む
　
久
し
く
見
ず
　
前
に
侍
る
こ
と
稀
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
い
う
離
別
の
悲
哀
を
表
現
し
た
銘
文
と
も
相
通
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
四
期
　
と
こ
ろ
が
第
三
期
の
末
か
ら
第
四
期
の
早
い
段
階
に
か
け
て
、
こ
の
思
潮
が
大
き
な
転
換
を
と
げ
る
。

　
　
　
日
に
喜
び
あ
り
　
月
に
富
あ
り
　
楽
し
み
て
事
微
く
　
常
に
意
を
得
　
美
人
会
し
て
　
猛
撃
侍
す
　
費
市
程
あ
り
　
万
物
平
ら
か
な
り
　
老
は
丁
に
復
し

　
　
　
死
は
生
に
復
す
酔
い
て
は
知
ら
ず
　
醒
む
れ
ば
旦
星
（
銘
文
瑞
）

と
、
第
二
期
に
流
行
し
た
銘
文
靴
を
改
署
し
て
現
実
の
快
楽
を
よ
り
具
体
的
に
強
調
し
た
銘
文
が
あ
ら
わ
れ
る
。
銘
文
馬
・
馬
よ
り
や
や
遅
れ

て
出
現
し
た
銘
文
H
で
も
同
様
に
、
第
二
期
に
流
行
し
た
「
千
秋
万
歳
」
や
「
延
年
益
寿
」
な
ど
四
言
の
吉
祥
句
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
銘
文
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
時
期
は
第
三
期
の
精
神
を
否
定
し
、
は
る
か
に
第
二
期
を
受
け
継
い
で
現
実
主
義
・
楽
天
志
向
の
姿

勢
を
強
め
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
併
行
し
て
第
三
期
に
流
行
し
た
銘
文
E
が
存
続
し
て
い
る
が
、
末
吉
句
に
表
現
し
て
い
る
悲
憤
の
感
情

が
省
略
さ
れ
て
初
二
句
だ
け
と
な
り
、

　
　
　
内
は
清
質
に
し
て
以
て
昭
明
な
り
　
光
輝
は
夫
の
日
月
を
象
る
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と
鏡
の
純
粋
さ
と
美
し
さ
の
み
が
強
調
さ
れ
、
本
来
の
意
味
は
喪
失
し
て
い
る
。

　
第
四
期
中
頃
に
な
る
と
、
吉
祥
句
の
ほ
か
に

　
　
太
山
に
上
り
て
神
入
を
見
る
　
当
風
を
食
ら
ひ
澄
泉
を
飲
む
　
交
龍
に
駕
し
て
浮
雲
に
乗
る
　
白
虎
引
直
し
て
天
に
上
る
（
銘
文
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
よ
う
な
神
仙
世
界
を
表
現
し
た
銘
文
が
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
儒
教
的
教
義
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
「
大
楽
富
貴
」
「
千
秋
万
歳
」
「
延
年
益
寿
」

と
い
っ
た
吉
祥
句
に
か
わ
っ
て
「
長
宜
子
孫
」
「
長
保
二
親
」
な
ど
の
家
族
道
徳
を
重
ん
じ
る
観
念
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
第
四
期
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
王
葬
代
に
な
る
と
、
銘
文
N
の
よ
う
な
多
分
に
政
治
性
を
帯
び
た
銘
文
が
出
現
す
る
。

　
第
四
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
さ
は
、
当
時
の
思
想
動
態
を
反
映
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
銘
文
に
神
仙
的
な
内
容

や
儒
教
的
教
義
が
あ
ら
わ
れ
た
背
景
に
、
神
秘
主
義
的
な
識
緯
説
を
取
り
い
れ
た
儒
教
の
流
行
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
そ
れ
を
利
用
し

て
政
権
の
座
に
つ
い
た
王
葬
は
『
周
礼
』
に
基
い
て
祭
祀
儀
礼
の
統
一
整
備
を
企
図
し
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
銘
文
に
王
奔
の
政
治
理
念
が

語
ら
れ
、
宇
宙
を
表
現
し
た
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
図
像
に
確
固
と
し
た
約
束
が
で
き
あ
が
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
各
時
期
の
銘
文
か
ら
、
そ
こ
に
表
出
さ
れ
た
意
味
内
容
の
変
化
を
み
て
き
た
。
各
時
期
の
代
表
的
な
最
小
限
度
の
銘
文
を
例
示
す
る

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
字
句
や
字
体
だ
け
で
な
く
、
意
味
内
容
に
も
大
き
な
変
動
が
あ
り
、
時
代
の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
ら
し
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
と
り
わ
け
銘
文
の
内
容
の
変
化
が
、
文
様
の
変
革
に
わ
ず
か
に
先
行
し
、
す
ぐ
前
の
時
期
と
は
全
く
対
照
的

な
内
容
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
意
識
の
上
に
反
動
が
お
こ
り
、
次
の
段
階
に
そ
れ
が
文
様
の
変
革
を
導
い
た
と

い
う
想
定
も
、
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

①
単
次
葬
の
墓
の
副
葬
品
は
一
括
遺
物
と
み
な
し
う
る
が
、
前
一
世
紀
代
よ
り
合

葬
の
風
翌
が
広
ま
り
、
鏡
の
共
奮
闘
係
が
同
時
副
葬
と
い
え
な
い
状
況
が
増
加
す

　
る
。
し
か
し
二
体
の
合
葬
墓
は
、
一
般
に
人
骨
や
遺
物
か
ら
み
て
夫
婦
の
合
葬
で

　
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
全
く
同
時
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
同
世
代
な
い
し

　
は
岡
時
期
の
副
葬
品
と
み
な
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
こ
体
合
葬
墓
の
資
料
は
、
単

　
次
藤
の
例
に
比
べ
て
質
的
に
劣
る
が
、
な
お
十
分
有
効
で
あ
ろ
う
。

②
　
蠕
蟷
文
演
題
式
に
「
脩
相
思
」
と
な
る
銘
文
鋲
が
少
例
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

　
面
河
流
域
で
の
作
鏡
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
草
葉
文
鏡
－
式

　
の
銘
文
薦
．
で
は
「
長
相
思
」
と
な
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
別
の
地
域
で
も
鏡

が
作
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
華
文
鏡
B
式
の
溶
箔
が
山
東
懸
で
採
集
さ
れ
て
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お
り
（
関
野
雄
『
中
国
考
古
学
研
究
』
、
束
京
、
一
九
五
六
年
、
二
七
二
頁
）
、
そ

　
の
頃
に
は
い
く
つ
か
の
地
域
で
鏡
が
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

③
前
漢
來
期
は
、
動
物
文
が
大
い
に
流
行
し
た
時
期
で
あ
る
。
鏡
の
ほ
か
に
陶
器

　
や
空
心
博
、
壁
画
な
ど
に
し
ば
し
ば
動
物
が
描
か
れ
る
。
山
酉
半
玉
か
ら
出
土
し

　
た
河
平
三
年
（
前
二
六
年
）
銘
の
あ
る
金
銅
温
酒
樽
（
郭
勇
「
山
酉
省
右
玉
県
出

　
土
的
西
漢
銅
器
」
『
文
物
』
一
九
六
三
年
第
一
一
期
）
は
、
　
こ
の
時
期
の
様
式
を

　
示
す
代
表
例
で
あ
る
。

④
四
神
文
の
確
立
期
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
定
説
を
み
な
い
。
湖
北
随
黒
土
侯
乙

　
墓
出
土
の
漆
箱
蓋
に
二
十
八
宿
の
文
字
お
よ
び
耀
と
虎
の
図
像
が
描
か
れ
て
い
る

　
こ
と
か
ら
、
四
神
の
成
立
を
戦
国
前
期
に
求
め
る
意
見
が
あ
る
（
王
健
民
・
王
勝

　
利
「
曾
侯
乙
墓
出
土
的
二
十
八
宿
脊
龍
白
虎
図
象
」
『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
七

　
期
）
が
、
こ
の
例
は
朱
僅
と
玄
武
と
を
欠
い
て
い
る
。
前
漢
代
の
例
を
み
る
と
、

　
武
帝
代
の
河
北
満
城
二
号
墓
出
土
の
博
山
炉
の
蓋
に
鳥
、
虎
、
ラ
ク
ダ
（
？
）
、
龍

　
の
四
像
が
め
ぐ
っ
て
い
る
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
第
三
章
注
⑧
、

　
図
版
一
七
五
、
図
一
七
〇
、
一
）
が
、
玄
武
の
か
わ
り
に
ラ
ク
ダ
（
P
）
が
膿
い
っ

　
て
い
る
。
　
醐
潅
南
子
』
天
文
訓
や
『
史
記
』
解
官
書
な
ど
前
漢
中
期
に
書
か
れ
た

　
書
物
で
も
四
神
の
解
釈
に
混
乱
が
み
ら
れ
る
と
い
う
（
林
巳
奈
夫
「
漢
鏡
の
図
柄

　
二
、
三
に
つ
い
て
」
『
東
方
学
報
』
京
都
第
鷺
四
冊
、
　
一
九
七
三
年
、
　
一
四
－
一

　
九
頁
）
。
　
同
格
規
矩
四
神
鏡
の
あ
り
方
か
ら
す
る
と
、
前
漢
末
期
ま
で
流
動
的
な

　
四
神
の
解
釈
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑤
鏡
以
外
に
も
よ
く
似
た
内
容
の
銘
文
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
河
北
満

　
城
漢
墓
出
土
の
金
銀
鳥
虫
書
鋼
壷
お
よ
び
宮
中
行
楽
銭
を
見
よ
（
中
国
社
会
科
学

　
院
考
古
研
究
所
ほ
か
第
三
門
並
⑧
、
四
三
一
四
八
頁
、
二
七
一
－
三
頁
）
。

⑥
銘
文
D
・
E
の
解
釈
は
、
駒
井
和
愛
『
中
国
古
鏡
の
研
究
』
（
東
京
、
一
九
五

　
三
年
）
一
九
一
二
七
頁
に
従
っ
た
。

⑦
西
田
守
夫
「
漢
鏡
銘
拾
遺
－
連
弧
文
精
白
鏡
の
陳
列
に
当
っ
て
i
」
（
『
M

　
U
S
E
U
M
』
一
六
～
二
号
、
一
九
六
四
年
）
二
八
頁
。

⑧
岡
崎
敬
「
鏡
と
そ
の
年
代
」
（
立
岩
遺
跡
調
査
委
員
会
編
『
立
滑
遺
跡
』
、
東

　
京
、
一
九
七
七
年
）
三
四
〇
頁
。

⑨
草
葉
文
鏡
B
式
に
み
る
同
類
の
銘
文
に
は
、

　
　
　
　
　
1

　
　
挙
行
卒
　
予
志
悲
　
久
不
見
侍
前
希

　
　
昔
同
調
　
予
志
悲
道
路
遠
侍
調
理

　
な
ど
が
あ
り
、
異
体
字
銘
帯
留
一
式
に
は
、

　
　
雪
空
行
　
妾
有
憂
　
行
触
日
　
反
母
期
　
願
君
強
飯
多
型
之
　
仰
天
大
息
　
長

　
　
相
思
　
厨
久
忘

　
と
辺
境
に
出
征
し
て
い
く
失
を
案
じ
る
気
持
ち
を
明
快
に
表
現
し
た
銘
文
が
あ
る
。

⑩
銘
文
K
も
相
似
た
内
容
で
あ
る
。

⑪
　
王
葬
の
政
治
理
念
を
あ
ら
わ
し
た
銘
文
に
は
、

　
　
唯
始
建
国
二
年
新
家
尊
　
詔
書
□
大
多
恩
　
賢
人
事
黙
思
財
箇
田
　
更
作
辟
雛

　
　
治
校
官
　
五
穀
成
熟
天
下
安
有
知
之
士
得
蒙
恩
　
宜
官
秩
　
藻
子
孫

　
　
新
興
辟
維
建
明
裳
　
然
干
楽
土
列
侯
王
　
将
軍
令
歩
斑
所
行
　
諸
生
万
屯
在
北

　
　
方

　
な
ど
も
あ
る
。
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七
　
結

曇五
口口

個
々
の
鏡
式
の
型
式
分
類
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
鏡
式
間
の
併
行
関
係
、
年
代
を
推
定
し
、
前
漢
鏡
の
編
年
を
組
立
て
た
。
本
稿
の
目
的
の
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第
一
は
、
こ
う
し
た
前
漢
代
金
般
に
わ
た
る
鏡
の
体
系
的
な
編
年
の
方
法
を
提
示
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
単
な
る
編
年
に
と

ど
ま
ら
ず
、
第
二
に
鏡
を
文
化
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
様
式
的
理
解
を
め
ざ
し
て
、
前
漢
鏡
を
大
き
く
四
期
に
区
分
し
、
文
様
と
銘
文
に
つ

い
て
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
最
後
に
そ
れ
を
ま
と
め
、
結
語
と
し
た
い
。

　
第
一
期
は
、
龍
が
抽
象
化
し
た
幡
蠣
文
を
主
文
と
す
る
蠕
要
文
鏡
を
中
心
と
す
る
。
文
様
に
戦
国
鏡
の
伝
統
を
濃
厚
に
と
ど
め
、
分
布
の
中

心
は
華
南
地
方
に
偏
る
。
前
漢
前
期
に
相
当
す
る
時
期
で
あ
る
。

　
第
二
期
は
、
戦
国
鏡
の
伝
統
か
ら
脱
し
た
、
植
物
文
様
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
草
葉
文
鏡
の
出
現
を
画
期
と
す
る
。
第
一
期
の
幡
嫡
文
鏡
か
ら

も
文
様
の
異
な
る
三
系
統
の
鏡
が
生
み
だ
さ
れ
、
鏡
式
の
多
様
化
が
す
す
ん
だ
。
し
か
も
鏡
の
地
方
色
が
消
失
し
て
全
土
に
拡
が
り
を
み
せ
、

現
実
的
な
快
楽
を
求
め
る
銘
文
が
流
行
す
る
。
こ
の
よ
う
な
様
相
は
、
前
漢
中
期
の
活
力
あ
る
社
会
情
勢
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
期
は
、
銘
文
と
幾
何
学
的
文
様
を
主
と
す
る
清
楚
な
異
体
字
銘
帯
鏡
の
出
現
を
画
期
と
す
る
。
第
二
期
と
は
一
転
し
て
、
鏡
式
の
多
様

性
と
変
化
に
乏
し
く
な
り
、
銘
文
も
『
楚
辞
』
の
表
現
を
承
け
て
哀
調
を
帯
び
、
正
義
に
立
つ
者
の
受
難
を
訴
え
た
、
悲
哀
に
あ
ふ
れ
た
内
容

と
な
る
。

　
第
四
期
は
、
細
線
表
現
の
写
実
的
な
動
物
文
を
も
つ
装
飾
性
豊
か
な
昇
格
規
矩
四
神
鏡
や
獣
帯
鏡
の
出
現
を
画
期
と
す
る
。
ほ
か
に
毯
龍
文

鏡
や
異
体
字
薄
樺
鏡
が
併
存
し
、
鏡
式
が
再
び
豊
富
に
な
る
。
こ
の
文
様
の
新
機
軸
と
鏡
式
の
多
様
化
に
加
え
て
、
現
実
の
快
楽
を
求
め
る
銘

文
が
流
行
し
、
第
三
期
を
否
定
し
、
は
る
か
に
第
二
期
を
受
け
継
ぐ
姿
勢
を
み
せ
る
。
ま
も
な
く
神
仙
思
想
や
儒
教
的
教
義
を
中
心
と
す
る
銘

文
に
か
わ
り
、
王
葬
代
に
相
当
す
る
第
四
期
末
に
な
る
と
、
政
治
理
念
を
表
現
し
た
銘
文
が
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
文
様
が
定
型
化
す
る
。

　
文
様
や
銘
文
の
分
析
か
ら
前
漢
鏡
各
時
期
の
様
式
上
の
特
色
を
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
そ
れ
は
決
し
て
単
調
な
一
方
向
の
変
化

で
は
な
く
、
二
転
三
転
す
る
劇
的
な
運
動
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
鏡
式
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
総
じ
て
連
続
的
な
文

様
の
変
化
を
示
し
て
い
る
が
、
全
体
を
通
し
て
み
た
場
合
、
新
し
い
意
匠
の
創
出
と
、
全
く
対
照
的
な
内
容
の
銘
文
に
交
替
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
五
〇
年
余
り
の
周
期
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
変
化
の
激
し
さ
は
、
人
々
が
日
常
的
に
利
用
し
た
鏡
に
積
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極
的
に
新
し
さ
を
求
め
た
結
果
で
あ
り
、
前
漢
代
に
お
け
る
社
会
の
活
発
な
意
識
の
運
動
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

股
周
時
代
の
支
配
階
層
が
独
占
的
に
用
い
、
ゆ
る
や
か
な
型
式
変
化
を
た
ど
っ
た
青
銅
葬
器
と
異
な
る
、
漢
鏡
の
際
立
っ
た
性
格
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
漢
代
の
一
部
の
階
層
に
限
ら
な
い
、
よ
り
広
い
社
会
の
意
識
思
潮
を
遺
物
の
薗
か
ら
検
討
す
る
糸
口
を

見
出
し
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
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前漢鏡の編年と様式（岡村）
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筆
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成
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
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蔵
品
番
号
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し
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。
ま
た
書
物
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
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を
は
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め
と
す
る
考
古
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研
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蜜
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諸
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に
は
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の
御
世
話
と
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を
得
た
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甚
の
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意
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
火
学
院
生
　
奈

42　（702）



The　Chronology　aBd　Style　of　Earlyer　Han’s　Mirrors

by

Hidenori　Ol〈amura

　　Mirrors　of　Han　age　are　vety　useful　for　study　of　chronology，　for　they

ha’ve　variouS　designs　and　inscriptions．’　So，　in　this　paper，　1　try　to　make　a

new　model　of　chronology　of　eariy　Han’s　mirrors　with　classifying　each

nine　typd’刀@’盾?　them　in　more　detailed　category　and　studying　the　relation

of　diffβrent　type　mirrors．　For皿y　new　modei　we　have　4　periods：in

the　fir＄t　period　there　are　mainly　Pan－chi幡嫡de6ign　mirror　w璋ch　fQ116宙s

mirr6rs　Qf　the　Warring　states　age，　in　the　＄ec6hd　Cao－ye　＄葉design　mirr－

ors．翌奄狽?． olants　designs，　in　the　third　lnscriPtion異体字三二mirror　mainly

with　geometorical　designs，　and　in　the　fourth　Fang－ge－gui・ju－si－shen方格

規矩〔四神　mirror　with　realistical　animai　designs．　Next　I　clarify　that　the

meaning　which　inscriptions　declare・　changes　as　assemblages　of　types　and

ele皿ents　of　design　do　so．　In　the　qbove　I　grasp　the　change　of　designs

and　insc；iptions　totally　and　assign　the　early　Han’s　mirrors　in　the　cultural

hiseory　of　Han．

The　Historical　Role　of　the　Local’Monetary　Currency

　　　　　　　　　　　　in　the　Early　Modern　Ages

　　　　　　　　　　　　　　ACase　of　Kaga・Han加賀藩

by

Setsul〈o　Nal〈ano

　　In　this　paper　the　authoi一　tries　to　examine　the　monetary　policy　and　its

background　of　the　feudal　silver　wkhin　the　early　feudal　currency　of　Kaga－

Han．　She　clarifies　them　as　follows：

　　1．　Kaga－Han’s　monetary　policy　of　the　feudal　silver　had　developed　since

the　middle　Genna元和Period，　and　it　was　established　in　the　15th　year

of　the　Kan’ei．寛永Period　when　the　ru玉e．　of：the　unifying　circulation　of

（826）




